
バイオセンサー Weekly Intelligence Report | 2026-05-23 | Page 1

バイオセンサー
Weekly Intelligence Report
2026-05-23 | 27件 | 9カ国
troy-technical.jp

今週のキーワード

POCTの民主化
OTC CGMと微小針、AI融合が加速

27
件

総記事数

9
カ国

対象国

8.0
%

CGM精度

15
日間

センサー寿命

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
唾液腺がんナノセンサ
ー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ナノアセンブル化ペプチドバイオセンサーが唾液腺が
んバイオマーカーを30秒で高感度検出。POCT応用期
待。

#02 AIとPOCTの未来 会議報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIと在宅検査がPOCT診断を変革。精度向上、ワーク
フロー効率化、展開戦略を議論。

#03
微小針式ケトン体・血
糖

研究発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
微小針センサーで糖尿病性ケトアシドーシス早期検出
へ。ケトン体・血糖を同時連続モニタリング。

#04
ナノワイヤーバイオセ
ンサー

レビュー
論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ナノワイヤーベースバイオセンサーががん・感染症の
ラベルフリー・リアルタイム検出に可能性。

#06
ウェアラブル腎機能・
甲状腺

学術誌特
集

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

MDPI Biosensorsがウェアラブル腎機能・甲状腺ホル
モンセンサーの最新動向を特集。

#07
Dexcom G7 15
Day承認

製品発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
Dexcom G7 15 DayがFDA承認。最長持続期間と高
精度を実現した次世代CGMシステム。

#08
使い捨て微小針グルコ
ース

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
膨潤性微小針とSPE統合で間質液中グルコースを高感
度・選択的に検出。多バイオマーカーPOCへ期待。

#09
ウェアラブル汗センサ
ー展望

業界レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ウェアラブル汗バイオセンサーは汗収集、マイクロ流
体、化学センシング、無線通信を統合。ストレス管理
等に応用。

#10
DNAzyme重金属セン
サー

研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
リン酸チオ酸修飾DNAzymeでカドミウム、水銀、鉛
を高感度検出。現場での重金属検出に貢献。

#11
汗コルチゾールMIPセ
ンサー

研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
レドックス活性MIP電気化学センサーが汗中コルチゾ
ールを非侵襲検出。ストレス管理へ応用。

#12
がん早期検出バイオセ
ンサー

レビュー
論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

電気化学・光学・ナノテクノロジー融合のがん早期検
出バイオセンサーの進歩と展望。

#13
水中の重金属バイオセ
ンサー

解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
水中の重金属汚染を監視するバイオセンサー。簡便、
信頼性、迅速な環境モニタリングソリューション。

#14
3D微小針ワイヤレスC
GM

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
3Dプリント中空微小針と単原子ナノザイムでワイヤレ
スグルコース連続モニタリング。POCT/在宅へ期待。

#15
ナノ材料不要MIPコル
チゾール

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
増幅ナノ材料不要なMIP電気化学センサーで人工汗中
コルチゾールを非侵襲検出。ストレス管理へ。

#16
ナノ電気化学がんセン
サー

レビュー
論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

ナノエンジニアリング電気化学バイオセンサーががん
バイオマーカー検出の次世代技術として注目。

#17
ハンドヘルド重金属セ
ンサー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
全細胞バイオセンサーで水中の高毒性重金属を費用対
効果高く視覚検出。環境モニタリングへ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 WSU微小針グルコース 大学ニュ
ース

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ワシントン州立大学が間質液を利用した低侵襲ワイヤ
レス微小針グルコースセンサーを開発。

#19
AI×センサーフュージ
ョン

学術誌レ
ビュー

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
●

デジタルヘルスケアにおけるセンサーフュージョンと
AIの融合が包括的健康モニタリングを推進。

#20
卵巣がんLPAバイオセ
ンサー

会議抄録
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
卵巣がん早期診断に向け、リゾホスファチジン酸（LP
A）をターゲットとした多重アッセイセンサー開発。

#21
汗ホルモン睡眠センサ
ー

大学ニュ
ース

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

汗からコルチゾールとメラトニンを連続測定するウェ
アラブルセンサー。睡眠の質改善に貢献。

#22 AI強化重金属センサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがバイオセンサー設計を強化し、水処理における重
金属検出を最適化。実験時間とコスト削減。

#23
FDA初のOTC
CGM承認

プレスリ
リース

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

FDAが初の市販（OTC）連続血糖モニタリングシステ
ム「Dexcom Stelo」を承認。糖尿病管理を変革。

#24 POCTとAMR対策 会議報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
POCT診断の革新と抗菌薬耐性（AMR）対策を議論。
迅速診断が重要なツールに。

#25
電気化学がんバイオセ
ンサー

レビュー
論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

電気化学バイオセンサーによるがんバイオマーカー検
出。分子センシングから臨床応用への展望。

#26
微小針酵素CGMレビュ
ー

レビュー
論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

微小針ベースの酵素バイオセンサーによるCGMの材料
、アーキテクチャ、性能をレビュー。

#27
バイオセンシング国際
会議

会議発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
第9回バイオセンシング技術国際会議が開催。新しい
センサー技術とバイオマーカー発見に焦点。

#28 POCTリーダー会議 会議報告
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
POCT診断のリーダー会議「Power to
Disrupt」開催。ヘルスケア提供の最適化を議論。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ OTC CGMの登場は、自社の糖尿病関連製品戦略にどのような影響を与えるか？
FDAが初の市販（OTC）連続血糖モニタリングシステム「Dexcom Stelo」を承認しました。インスリンを使用しない18
歳以上の個人が処方箋なしで利用可能となり、一般消費者市場が大きく拡大します。既存の医療機器メーカーや、新規参
入を検討する企業にとって、この市場変化は大きな機会か、それとも既存ビジネスモデルへの脅威となるか、早急な判断
が求められます。

❷ 微小針センサーによる多項目連続モニタリング技術は、自社の材料・デバイス開発ロードマップに組
み込まれているか？
微小針技術は、血糖値だけでなく、ケトン体、コルチゾール、メラトニンなど複数のバイオマーカーの非侵襲的・連続モ
ニタリングを可能にしつつあります。3Dプリント技術や単原子ナノザイムの導入により、高感度化・多機能化も進展。こ
の技術がPOCTやウェアラブルデバイスの主流となる可能性を考慮し、材料、デバイス、製造プロセスの観点から自社の
開発戦略を見直す必要があります。

❸ AIとセンサーフュージョンによる包括的健康モニタリングの進化は、自社のデジタルヘルスケア戦略
を再考させるか？
複数のウェアラブルセンサーからの生体データと環境データをAIで統合解析する「センサーフュージョン」が、個別化医
療や遠隔患者モニタリングの未来を形作ります。これにより、単一のバイオマーカー検出に留まらない、より包括的な健
康状態の把握が可能になります。自社のセンサー技術やデータ解析能力が、この新たな潮流に対応できるか、デジタルヘ
ルスケア戦略の再構築が急務です。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

OTC CGM

3D微小針
AI×センサー

DKA微小針

がん早期

CGM高性能

汗センサー

重金属検出

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● OTC CGM 注意 一般消費者市場開拓 既存CGM競争激化

● 3D微小針 注意 新規材料・製造技術 既存CGM陳腐化

● AI×センサー 注意 データ解析・AI連携 異業種参入・競争激化
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● DKA微小針 機会大 糖尿病合併症予防 臨床試験の長期化

● がん早期 機会大 高感度診断デバイス 臨床検証のハードル

● CGM高性能 脅威大 関連部品需要増 競合製品の性能向上

● 汗センサー 参考 ウェアラブル材料 データ信頼性課題

● 重金属検出 参考 環境モニタリング 現場耐久性課題
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深掘り ① ― FDAが初のOTC CGMを承認：市場の民主化
#23 | 2024/03/05 | U.S. Food and Drug Administration (FDA) News Release | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●●
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

FDAは、インスリンを使用しない18歳以上の個人を対象とした初の市販（OTC）連続血糖モニタリング（CGM）シス
テム「Dexcom Stelo Glucose Biosensor System」の販売を承認しました。このシステムはウェアラブルセンサーと
スマートフォンアプリを組み合わせ、血糖値を連続的に測定・表示します。各センサーは最長15日間使用可能で、処方
箋なしで利用できる点が画期的です。

この承認により、2型糖尿病患者や健康管理に関心のある一般消費者が、自身の血糖値データを手軽に活用できるよう
になります。これにより、食事や運動が血糖値に与える影響をリアルタイムで把握し、自己管理能力を向上させること
が期待されます。デジタルヘルスケアの民主化に向けた重要な一歩であり、予防医療の推進に大きく貢献するでしょう
。

▶ 技術者の視点

【数値の妥当性】FDA承認という事実が最も重要であり、製品の信頼性は高い。MARD値等の具体的な
性能データは未公開だが、既存のDexcom G7の技術をベースとしているため、一定の精度は担保され
ていると推測される。【未解決課題】OTC化による一般消費者への普及には、正確な情報提供と適切な
利用指導が不可欠。医療従事者との連携モデルや、データプライバシーに関する課題も残る。【日本企
業への機会】日本の材料メーカーは、センサー電極材料、生体適合性接着剤、防水・耐久性パッケージ
ング材料などの需要増を見込める。部品メーカーは、小型化・低コスト化されたセンサーモジュールや
無線通信モジュールの開発機会がある。OEMは、Steloのような製品を日本市場に導入する際の規制対
応や、独自のOTC CGM製品開発、あるいはデータ連携サービス提供の機会を検討すべき。【日本企業
への脅威】海外大手によるOTC CGM市場の先行は、日本の医療機器メーカーにとって大きな脅威とな
る。既存の糖尿病関連製品の市場が奪われる可能性があり、迅速な対抗策が求められる。

深掘り ② ― 3Dプリント微小針ワイヤレスCGM：次世代技術
#14 | 日付不明 | Analyst (RSC Publishing) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

本研究では、3Dプリント技術で作製された中空微小針ベースの電気化学センサーが開発されました。このセンサーは、
人工間質液を抽出することで、グルコース濃度変化を連続的にモニタリングします。単原子ナノザイムを導入すること
で、0.1 μMから50 mMという広い線形範囲と0.285 μMという低い検出限界を実現しています。

測定データはスマートフォンアプリにリアルタイムでワイヤレス送信され、POCTや在宅ヘルスモニタリングへの大き
な可能性を提示しています。無痛性、高精度、ワイヤレス通信機能は、糖尿病患者の負担を軽減し、日常的な血糖管理
のコンプライアンスを向上させる画期的なソリューションとなり得ます。
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▶ 技術者の視点

【数値の妥当性】0.285 μMという検出限界は非常に優れており、生理学的関連濃度をカバーする広い
線形範囲も実用性を高く評価できる。単原子ナノザイムの導入は、酵素の安定性や活性向上に寄与する
点で妥当性が高い。【未解決課題】人工間質液の抽出メカニズムの安定性、生体適合性、長期間の生体
内でのセンサー安定性（ファウリング、劣化）が実用化に向けた課題。3Dプリント技術の量産性やコス
トも考慮する必要がある。【日本企業への機会】日本の材料メーカーは、生体適合性ポリマーやナノザ
イム材料、3Dプリント用高機能樹脂の開発で貢献できる。R&D;部門は、微小針の設計・製造技術（特
に3Dプリント）と、単原子触媒の最適化に関する研究開発を加速すべき。半導体パッケージング部門は
、微小針とワイヤレス通信モジュールを一体化した小型・低消費電力デバイスの設計・製造技術を確立
する機会がある。【日本企業への脅威】この技術が先行する海外企業によって実用化された場合、日本
のCGM市場における競争力が低下する可能性がある。特に3Dプリント技術の習得と量産化が遅れると、
技術的なギャップが広がる恐れがある。



バイオセンサー Weekly Intelligence Report | 2026-05-23 | Page 7

深掘り ③ ― AIとセンサーフュージョン：包括的健康モニタリング
#19 | 2026/03/16 | MDPI Sensors (学術誌) | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

デジタルヘルスケアにおけるセンサーフュージョンは、ウェアラブル生理学的モニター、環境センサー、深度カメラ、
慣性計測ユニットなど、複数のセンシングモダリティを統合し、人間の健康と疾患プロセスの包括的な理解を可能にし
ます。

このセンサーフュージョンフレームワークと人工知能（AI）の進歩は、個別化医療、遠隔患者モニタリング、臨床意思
決定支援に新たな可能性を拓いています。AIは複雑なデータパターンを認識し、異常の早期検出、疾患の予測、治療効
果の評価、個別化された介入策の推奨を支援します。日本の高齢化社会において、医療提供のパラダイムを変革する可
能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【数値の妥当性】本記事はレビュー論文であり、具体的な数値データよりも概念と方向性を示すもの。
しかし、複数のセンシングモダリティの統合とAIによる解析が、単一センサーでは得られない包括的な
情報を提供するという主張は、学術的にも妥当性が高い。【未解決課題】多様なセンサーからのデータ
をリアルタイムで統合・同期する技術、膨大な生体データの標準化と相互運用性、そしてデータプライ
バシーとセキュリティの確保が大きな課題。AIモデルの医療現場での信頼性確保と、倫理的側面も考慮
が必要。【日本企業への機会】日本の電機メーカー、IT企業、医療機器メーカーは、多機能センサーの
開発、AIアルゴリズムの開発、データプラットフォームの構築、そしてこれらの統合サービス提供にお
いて大きな機会がある。特に、高齢化社会の課題解決に向けた包括的ヘルスケアソリューションは、日
本市場で高い需要が見込まれる。経営企画部門は、異業種連携やM&A;を含めた戦略的な投資を検討す
べき。【日本企業への脅威】海外の巨大テック企業や医療データプラットフォーム企業が先行しており
、日本企業がデータエコシステム構築で遅れを取ると、競争優位性を失う可能性がある。また、高度な
AI人材の不足も脅威となる。

その他の注目記事
糖尿病性ケトアシドーシス早期検出のための微小針式ケトン体・血糖連続モニタリングセンサー
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

微小針でケトン体と血糖を同時連続モニタリングする技術は、DKAの早期発見に革新的。臨床試験の進捗に注目。

Dexcom G7 15 Day、FDA承認：最長持続期間と高精度を実現した次世代CGMシステム
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

既存CGMの性能向上とFDA承認は、糖尿病患者の利便性を高め、市場競争を加速させる。日本のCGM市場への影響大。

がん早期検出バイオセンサーの進歩と将来展望：電気化学・光学・ナノテクノロジーの融合
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

電気化学、光学、ナノテクノロジーを融合したがん早期検出バイオセンサーは、診断精度と迅速性を向上させる。リキ
ッドバイオプシーへの応用が鍵。

微小針酵素バイオセンサーによる連続血糖モニタリング：材料、アーキテクチャ、性能のレビュー
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

微小針CGMの材料、設計、性能に関する包括的レビュー。無痛性・低侵襲性で患者負担軽減に貢献する技術動向を把握
すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】OTC
CGM市場参入の可能性と、自社製品・サービスへの影響を評価するタスクフォースを立ち上げ。

• 【R&D;】微小針センサーの最新動向（3Dプリント、多項目検出）に関する技術調査を開始し、競合他社の特許
動向を分析。

• 【調達】Dexcom SteloやG7 15
Dayに使用されているセンサー材料、パッケージング材料のサプライヤー情報を収集。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】微小針技術における生体適合性材料、ナノザイム、3Dプリント技術の社内評価を実施し、開発ロード
マップへの組み込みを検討。

• 【半導体PKG】AIとセンサーフュージョンを見据え、多機能センサーの小型化、低消費電力化、無線通信モジュ
ール統合に関する技術課題を洗い出す。

• 【EV設計】ウェアラブル汗センサーや重金属センサーなど、環境・健康モニタリング技術の車載応用可能性に
ついて情報収集を開始。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】デジタルヘルスケアにおけるAIとセンサーフュージョン戦略を策定し、異業種連携やM&A;の可能
性を検討。

• 【R&D;】がん早期検出バイオセンサー（電気化学、光学、ナノテクノロジー融合）の基礎研究を強化し、リキ
ッドバイオプシーへの応用を目指す。

• 【材料メーカー】微小針、汗センサー、重金属センサー向けに、高機能性・生体適合性・耐久性を兼ね備えた新
規材料の開発プロジェクトを立ち上げ。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-23
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唾液腺がんバイオマーカーの迅速検出を可能にするナノア
センブル化ペプチドバイオセンサー

概要

オーストラリアの研究者チームが、唾液腺がんの早期診断に貢献する革新的なバイオ
センサーを開発しました。このナノアセンブル化ペプチドバイオセンサーは、唾液腺
がんバイオマーカーであるマトリリシンをわずか30秒という短時間で、かつ30nMとい

う極めて低い検出限界で特定できます。金ナノ粒子コアとカーボン量子ドットサテラ
イトを、マトリリシンによって分解されるペプチドで架橋した構造が特徴です。この
プラットフォームは、ペプチド配列の変更により、他のがん種や様々な疾患の早期検

出、さらには迅速な薬剤スクリーニングへの応用も期待されています。

公開日 2020年10月11日  Advances in Engineering  オーストラリア



詳細

背景

がんの早期発見は、治療の成功率を大幅に向上させる上で極めて重要です。しかし、既
存の診断方法は時間とコストがかかり、患者への負担も大きいという課題がありまし
た。特に、唾液腺がんのような一部のがん種では、非侵襲的で迅速な診断ツールの開発
が喫緊の課題とされています。近年、ナノテクノロジーの進歩により、高感度かつ特異
的なバイオマーカー検出が可能なバイオセンサーが注目されています。

主要技術・研究成果

オーストラリアの研究チームは、唾液腺がんのバイオマーカーであるマトリリシンを標
的とした、画期的なナノアセンブル化ペプチドバイオセンサーを開発しました。このセ
ンサーは、金ナノ粒子（AuNPs）をコアとして、カーボン量子ドット（CQDs）をサテ
ライトとして配置し、これらをマトリリシンによって切断される特定のペプチド配列で
架橋しています。マトリリシンが存在すると、このペプチドが消化され、AuNPsと
CQDs間の蛍光共鳴エネルギー移動（FRET）効率が変化する原理を利用しています。

検出メカニズム: ペプチドの切断によるFRET効率の変化を蛍光シグナルとして検出。

応答速度: 30秒以内という超高速応答時間を実現。

検出限界: 30nMという極めて高い感度でマトリリシンを検出。

汎用性: ペプチド配列の変更によって、様々なプロテアーゼ関連疾患やバイオマーカ
ーへの応用が可能。

影響と展望

このナノアセンブル化ペプチドバイオセンサーは、早期がん診断の分野に革命をもたら
す可能性を秘めています。特に、POCT（ポイントオブケアテスト）デバイスへの統合
が実現すれば、臨床現場や在宅での迅速かつ非侵襲的な検査が可能となり、患者の利便
性を大きく高めるでしょう。また、がんだけでなく、感染症や炎症性疾患など、プロテ
アーゼ活性が関与する多岐にわたる疾患の診断や、新規薬剤のスクリーニングにも応用
できる汎用性の高さも大きなメリットです。将来的には、パーソナライズ医療における
バイオマーカーモニタリングの基盤技術としての発展が期待されます。



元記事: https://advanceseng.com/point-care-biosensors-rapid-detection-cancer-biomarker/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://advanceseng.com/point-care-biosensors-rapid-detection-cancer-biomarker/


AIと在宅検査が推進するPOCT診断の未来：ケンブリッジ
会議の焦点

概要

ケンブリッジヘルスケアインスティテュートの年次会議では、AI技術と在宅検査の進
展がPOCT（ポイントオブケアテスト）診断をどのように変革するかを議論します。特
に、AI対応プラットフォームが診断精度、ワークフロー効率、臨床意思決定を向上さ

せる可能性に焦点を当てます。この会議では、病院、薬局、モバイルユニット、そし
て家庭環境におけるPOCTの展開戦略が深く掘り下げられます。マイクロ流体、等温増
幅、CRISPRベースの検出といった技術的ブレークスルーが、高感度な診断を患者によ

り身近なものにすると強調されています。

公開日 2026年08月24日  Cambridge Healthtech Institute (CHI) Conference  アメリカ



詳細

背景

近年、POCT（ポイントオブケアテスト）診断は、医療アクセスの向上と迅速な臨床判
断の実現において、その重要性を増しています。特に、パンデミックを経験したこと
で、医療施設外での検査能力、すなわち在宅検査やモバイルユニットでの診断の必要性
が再認識されました。この分野のさらなる進化には、診断の精度、効率性、そして結果
に基づく迅速な治療介入を可能にする技術革新が不可欠です。人工知能（AI）と高度な
バイオセンシング技術の融合は、これらの課題を克服する鍵として期待されています。

主要技術・研究成果

ケンブリッジヘルスケアインスティテュートの第20回年次会議では、AI技術と在宅検査
の進展がPOCT診断にもたらす変革に焦点を当てて議論されます。会議の主要なテーマ
は以下の通りです。

AI対応プラットフォームの役割: 診断の精度向上、検査ワークフローの効率化、およ
び臨床医の意思決定支援におけるAIの具体的な応用。AIは複雑なデータパターンを認
識し、人間の介入なしに迅速な診断結果を提供する能力を持つため、POCTの信頼性
とスピードを飛躍的に高めます。

展開戦略: 病院の救急部門、地域の薬局、移動式の診療ユニット、さらには患者の家
庭といった多様な環境でのPOCTの有効な実装方法が検討されます。これにより、患
者が医療施設を訪れることなく、必要に応じて迅速な検査を受けられるようになりま
す。

技術的ブレークスルー: マイクロ流体技術によるサンプル処理の小型化と自動化、等
温増幅技術による核酸検査の簡便化、そしてCRISPRベースの検出技術による極めて
高感度かつ特異的な病原体・バイオマーカーの特定が、POCTの高機能化を牽引して
います。これらの技術は、従来の検査室ベースのアッセイに匹敵する、あるいはそれ
を上回る性能を、よりアクセスしやすい形で提供します。



影響と展望

AIと在宅検査に焦点を当てたPOCT診断の進化は、医療提供のパラダイムを根本的に変
える可能性を秘めています。診断の遅延による疾患の進行を防ぎ、特に遠隔地や医療資
源が限られた地域における医療格差を縮小する上で大きな役割を果たすでしょう。ま
た、慢性疾患の継続的なモニタリングや感染症の早期封じ込めにも貢献し、公衆衛生の
向上にも寄与します。将来的には、AIが個々の患者の健康データに基づいたパーソナラ
イズされた診断と治療レコメンデーションを提供することで、より予防的かつ個別化さ
れたヘルスケアシステムが実現すると期待されています。これにより、医療コストの削
減と患者アウトカムの改善が同時に達成される可能性が高まります。

元記事: https://www.nextgenerationdx.com/point-of-care-diagnostics

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nextgenerationdx.com/point-of-care-diagnostics


糖尿病性ケトアシドーシス早期検出のための微小針式ケト
ン体・血糖連続モニタリングセンサー

概要

米国国立糖尿病・消化器・腎臓病研究所（NIDDK）の支援のもと、糖尿病性ケトアシ

ドーシス（DKA）の早期発見と管理を目指す革新的な微小針センサーが開発されてい
ます。このセンサーは、皮膚に無痛で挿入可能な酵素機能化微小針を用いて、間質液

中のβ-ヒドロキシ酪酸（BHB）とグルコースレベルを同時にリアルタイムで連続モニ
タリングします。統合された連続ケトン体・グルコースモニタリング（CKM/CGM）シ
ステムとして、1型糖尿病患者を対象とした臨床試験を通じてその精度と有効性が検証

される予定です。これにより、DKAの発症リスクを早期に特定し、迅速な介入を可能
にすることで、患者の健康管理を大きく改善することが期待されます。

公開日 日付不明  National Institute of Diabetes and Digestive and Kidney Diseases (NIDDK)  ア
メリカ



詳細

背景

糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）は、特に1型糖尿病患者において、インスリン欠乏
により体内でケトン体が過剰に産生される重篤な急性合併症です。DKAは、血糖値の急
激な上昇とケトン体の上昇が特徴であり、放置すれば昏睡や死に至る可能性がありま
す。現在の診断は主に血糖値測定と尿中ケトン体検査に依存していますが、後者はリア
ルタイム性に欠け、血中ケトン体測定は侵襲的です。そのため、無痛かつ連続的にケト
ン体とグルコースの両方をモニタリングできる、より効果的なツールの開発が求められ
ています。

主要技術・研究成果

NIDDKは、DKAの早期検出と管理を目的とした、微小針センサーによるケトン体とグル
コースの同時連続モニタリング技術の開発を支援しています。この技術の核心は、酵素
を機能化させた微小針アレイです。このアレイは、痛みを伴わずに皮膚の最表層に挿入
され、間質液（ISF）中のバイオマーカーを測定します。具体的には、以下の要素が組
み合わされています。

微小針技術: 皮膚に無痛で挿入できる極小の針を使用。神経が少ない皮膚の表層に到
達するため、不快感を最小限に抑えます。

酵素機能化: グルコースとβ-ヒドロキシ酪酸（BHB、主要なケトン体）を特異的に検
出するための酵素が微小針表面に固定化されます。酵素反応により生成される電流変
化などを測定し、それぞれの濃度を算出します。

同時・連続モニタリング: 一つのセンサーシステムでグルコースとBHBの両方をリア
ルタイムかつ継続的に測定します。これにより、患者の代謝状態を包括的に把握でき
ます。

データ収集と評価: 収集されたデータはワイヤレスでデバイスに送信され、DKAのリ
スクを評価するための重要な情報として活用されます。

この統合された連続ケトン体/グルコースモニタリング（CKM/CGM）システムは、現
在、1型糖尿病患者を対象とした臨床試験を通じてその精度と信頼性が検証される段階
にあります。



影響と展望

この微小針センサー技術は、糖尿病患者のセルフケアと医師による管理を大きく変革す
る可能性を秘めています。DKAの早期警告システムとして機能することで、患者は症状
が重篤化する前に迅速な医療介入を受けることが可能になり、入院率の低下や合併症リ
スクの軽減に直結します。特に、1型糖尿病患者はDKAのリスクが高いため、この技術
は彼らの日常生活の質の向上に大きく貢献するでしょう。将来的には、この技術が非侵
襲的で連続的な生体情報モニタリングの標準となり、糖尿病管理だけでなく、他の代謝
性疾患や健康状態のモニタリングにも応用範囲が広がる可能性があります。これによ
り、より個別化され、予防的な医療の実現に寄与すると期待されています。

元記事: https://www.breakthrought1d.org/grants/united-states/california/microneedle-sensor-for-

simultaneous-continuous-monitoring-of-ketone-and-glucose/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.breakthrought1d.org/grants/united-states/california/microneedle-sensor-for-simultaneous-continuous-monitoring-of-ketone-and-glucose/
https://www.breakthrought1d.org/grants/united-states/california/microneedle-sensor-for-simultaneous-continuous-monitoring-of-ketone-and-glucose/


バイオメディカル問題解決に向けたナノワイヤーベースバ
イオセンサーの可能性

概要

ナノワイヤーベースのバイオセンサーは、医療診断分野においてその高感度かつ特異

的な分析能力から、大きな可能性を秘めています。これらのセンサーは、がんや感染
症といった疾患の早期発見において、特定のバイオマーカーをラベルフリーかつリア

ルタイムで検出することを可能にします。ナノワイヤーの表面は生体認識要素で容易
に修飾でき、これにより多様な化学物質や生物学的物質の検出に対応できます。その
小型性と高効率性から、次世代の診断ツールとして期待されています。

公開日 日付不明  PubMed (Proceedings of Biomedical Challenges in Materials Science)  ロシ
ア



詳細

背景

現代医療における診断技術は、疾患の早期発見と個別化医療の進展に不可欠です。従来
の診断手法は、複雑な前処理、長時間の分析、高価な機器を必要とすることが多く、特
に低資源地域での利用が制限されていました。このような背景から、より簡便、迅速、
高感度、かつ費用対効果の高い診断プラットフォームの開発が求められています。ナノ
テクノロジーの進歩、特にナノワイヤーのようなナノ材料の登場は、バイオセンサー技
術に新たな可能性をもたらしました。

主要技術・研究成果

ナノワイヤーベースのバイオセンサーは、そのユニークな物理的・化学的特性により、
医療診断における様々な課題を解決する能力を秘めています。主な特性と成果は以下の
通りです。

高感度・高特異性: ナノワイヤーは、非常に高い表面積対体積比を持つため、微量の
バイオマーカーでも効率的に捕捉・検出できます。また、特定の生体認識要素（抗
体、DNA、酵素など）をナノワイヤー表面に修飾することで、極めて高い特異性を
実現します。

ラベルフリー検出: 多くのナノワイヤーバイオセンサーは、バイオマーカーがナノワ
イヤー表面に結合することで生じる電気的特性（抵抗、電導度など）の変化を直接検
出するため、蛍光ラベルや放射性ラベルといった標識が不要です。これにより、分析
プロトコルが簡素化され、時間とコストが削減されます。

リアルタイム分析: バイオマーカーの結合によるシグナル変化が瞬時に発生するた
め、リアルタイムでのモニタリングが可能です。これは、治療効果の迅速な評価や、
動的な生体プロセスの追跡に特に有用です。

幅広い応用: がんバイオマーカー、感染症の病原体、遺伝子変異、タンパク質、さら
には微量の化学物質など、多種多様なターゲットの検出に応用されています。例え
ば、癌細胞から放出される特定の循環腫瘍DNA (ctDNA) や、特定のウイルス抗原の
検出などが挙げられます。

これらの特性は、ナノワイヤーバイオセンサーを早期がん診断、感染症診断、そして薬
剤スクリーニングなどの分野で強力なツールとして位置付けています。



影響と展望

ナノワイヤーベースのバイオセンサーは、プレシジョン医療とパーソナライズ医療の実
現に向けた重要な技術として期待されています。その小型性、ポータビリティ、そして
費用対効果の高さから、病院の検査室だけでなく、POCT（ポイントオブケアテスト）
デバイスや、将来的にはウェアラブルデバイスへの統合も視野に入っています。これに
より、医療資源が限られた地域でも高品質な診断が可能になり、診断格差の是正に貢献
するでしょう。また、疾患の超早期発見、個々の患者に合わせた治療法の選択、治療効
果の継続的なモニタリングを通じて、患者のアウトカムを劇的に改善する可能性を秘め
ています。研究開発の進展により、さらに多様なバイオマーカーに対応し、臨床現場で
の実用化が加速することが予測されます。

元記事: http://pbmc.ibmc.msk.ru/pdf/PBMC-2024-70-5-304-en

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

http://pbmc.ibmc.msk.ru/pdf/PBMC-2024-70-5-304-en


MDPI Biosensors 2026年5月号：ウェアラブル腎機能・甲
状腺ホルモンバイオセンサーの最新動向

概要

MDPIの学術誌「Biosensors」の2026年5月号は、腎機能関連バイオマーカーの連続非
侵襲モニタリングのためのウェアラブルバイオセンシング技術に焦点を当てていま
す。本号では、電気化学、光学、FET（電界効果トランジスタ）センサーの多様なメカ

ニズム、汗、間質液、唾液といった生体液インターフェースの活用、そして柔軟で高
性能なデバイスを可能にする材料工学戦略が特集されています。また、甲状腺ホルモ
ン（T4）の迅速なPOCモニタリングを可能にする、シリコンナノワイヤーFETベースの

ラベルフリーバイオセンシングプラットフォームに関する研究も紹介されており、ウ
ェアラブル医療診断の進展を示唆しています。

公開日 2026年05月15日  MDPI Biosensors  スイス



詳細

背景

慢性疾患の増加と高齢化社会の進展に伴い、患者の負担を軽減しつつ、継続的に健康状
態をモニタリングできるウェアラブル診断技術への需要が高まっています。特に腎機能
障害や甲状腺機能障害は、その早期発見と適切な管理が重要である一方で、現状の診断
方法は侵襲的であったり、定期的な通院が必要であったりするため、患者のQOL（生活
の質）を低下させる要因となっていました。この課題に対し、非侵襲的でリアルタイム
に生体情報を取得できるウェアラブルバイオセンサーの技術革新が注目を集めていま
す。

主要技術・研究成果

学術誌「Biosensors」の2026年5月号は、ウェアラブルバイオセンシングの最先端研究
を集約しており、特に以下の点に焦点を当てています。

腎機能関連バイオマーカーの非侵襲モニタリング: 腎疾患の早期発見と進行管理に
は、クレアチニンや尿素窒素などのバイオマーカーの連続的なモニタリングが不可欠
です。本号では、汗、間質液、唾液といった非侵襲的な生体液からこれらのバイオマ
ーカーを検出するためのウェアラブルセンサー技術が紹介されています。電気化学、
光学、そしてFET（電界効果トランジスタ）ベースのセンサーは、その高い感度と選
択性から、特に有望視されています。

材料工学の革新: ウェアラブルデバイスの性能向上には、生体適合性、柔軟性、耐久
性に優れた材料の開発が不可欠です。柔軟な基板材料や、信号増幅のためのナノ材料
の統合など、高性能なウェアラブルセンサーを実現するための材料工学戦略が多数議
論されています。

甲状腺ホルモン（T4）のPOCモニタリング: シリコンナノワイヤー電界効果トランジ
スタ（SiNW-FET）をベースとしたラベルフリーバイオセンシングプラットフォーム
が開発され、甲状腺ホルモン（T4）の迅速なPOC（ポイントオブケア）モニタリング
を可能にしています。これにより、甲状腺機能障害の診断や治療モニタリングがより
簡便かつ迅速に行えるようになります。



影響と展望

MDPI Biosensorsの今回の特集は、ウェアラブルバイオセンシング技術が非侵襲的で継
続的な健康モニタリングの未来を形作る上での重要性を示しています。腎機能や甲状腺
ホルモンといった重要なバイオマーカーを日常的に、かつ自宅でモニタリングできるこ
とは、疾患の早期発見、個別化された治療計画、そして医療リソースの最適化に大きく
貢献します。特に、慢性疾患患者の自己管理能力を高め、予防医療の推進に寄与するで
しょう。今後は、多重バイオマーカーの同時検出、AIとの統合によるデータ解析の高度
化、そして臨床現場での大規模な検証を通じて、これらの技術が広く実用化されること
が期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/5

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/5


Dexcom G7 15 Day、FDA承認：最長持続期間と高精度を
実現した次世代CGMシステム

概要

Dexcomは、18歳以上の糖尿病患者向けに、市場で最長となる15日間持続し、かつ最
も正確な連続血糖モニタリング（CGM）システムである「Dexcom G7 15 Day」がFDA

承認を取得したことを発表しました。この新しいシステムは、Mean Absolute Relative

Difference（MARD）値が8.0%という優れた精度を誇り、患者が糖尿病をより効果的に
管理するための重要な情報を提供します。Apple Watchへの接続機能、防水性、センサ
ー交換時の12時間猶予期間など、既存のG7システムの利便性をさらに向上させていま

す。

公開日 2025年04月10日  Dexcom News Release  アメリカ



詳細

背景

糖尿病管理において、連続血糖モニタリング（CGM）システムは、患者の血糖変動パタ
ーンをリアルタイムで把握し、より的確な治療判断と生活習慣改善を支援する上で不可
欠なツールとなっています。従来の指先穿刺による血糖測定に比べ、CGMはより包括的
なデータを提供し、低血糖や高血糖のリスクを未然に防ぐことを可能にします。しか
し、センサーの装着期間や精度、利便性には依然として改善の余地があり、より高性能
なCGMシステムが求められていました。

主要技術・研究成果

Dexcomは、糖尿病患者のニーズに応えるべく、革新的なCGMシステム「Dexcom G7 15

Day」を発表し、米国食品医薬品局（FDA）の承認を得ました。このシステムは、以下
の点で顕著な進歩を遂げています。

最長15日間の装着期間: これまでのG7システムの10日間から大幅に延長され、患者は
より長期間にわたってセンサーを交換する必要がなくなり、利便性が向上します。こ
れは市場最長の持続期間となります。

高精度な血糖測定: 全体的なMARD（Mean Absolute Relative Difference）値が8.0%と
非常に高く、臨床的に優れた精度を示しています。MARD値はCGMの精度を示す主
要な指標であり、8.0%という数値は非常に信頼性が高いことを意味します。これに
より、患者と医療提供者はより正確な血糖データに基づいて、インスリン投与量や食
事、運動に関する意思決定を行うことができます。

先進的な機能統合:

Apple Watch接続: センサーからのデータをApple Watchで直接確認できるため、
スマートフォンを取り出すことなく血糖値をリアルタイムで把握できます。

防水機能: シャワー、水泳、運動中も装着可能で、日常生活における制約が少なく
なります。

12時間の猶予期間: センサーの交換時期が来た際、新しいセンサーを装着するまで
の12時間の猶予期間が設けられており、急な交換作業の負担を軽減します。

小型化された一体型センサー: センサーとトランスミッターが一体化され、装着が
より簡単で目立たないデザインになっています。



影響と展望

Dexcom G7 15 DayのFDA承認は、糖尿病管理の分野における大きなマイルストーンとな
ります。装着期間の延長と精度の向上は、患者の負担を軽減し、より一貫性のある血糖
管理を可能にします。特に、Apple Watchとの連携機能は、現代のライフスタイルに合
わせた利便性を提供し、糖尿病患者のデジタルヘルスケアへのアクセスを促進するでし
ょう。このシステムは、糖尿病患者が自身の健康状態をより詳細に理解し、積極的に管
理するための強力なツールとなります。将来的には、このような高性能CGMシステム
が、より広範な糖尿病患者に普及し、合併症の予防と生活の質の向上に大きく貢献する
ことが期待されます。また、他のウェアラブルデバイスやAIベースのインサイト提供と
の統合により、さらにパーソナライズされた予防医療の進展を加速させる可能性を秘め
ています。

元記事: https://investors.dexcom.com/news/news-details/2025/Dexcom-G7-15-Day-Receives-FDA-

Clearance-the-Longest-Lasting-Wearable-and-Most-Accurate-CGM-System/default.aspx

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investors.dexcom.com/news/news-details/2025/Dexcom-G7-15-Day-Receives-FDA-Clearance-the-Longest-Lasting-Wearable-and-Most-Accurate-CGM-System/default.aspx
https://investors.dexcom.com/news/news-details/2025/Dexcom-G7-15-Day-Receives-FDA-Clearance-the-Longest-Lasting-Wearable-and-Most-Accurate-CGM-System/default.aspx


使い捨て微小針センサーによる間質液中グルコースの高感
度・選択的検出

概要

この研究では、膨潤性の生体適合性微小針（MN）アレイと化学修飾スクリーン印刷電
極（SPE）を統合した、革新的な使い捨てバイオセンシングシステムが開発されまし
た。カスタム設計されたアプリケーターを用いることで、わずか5分以内に6.55 ± 0.47

μLの間質液（ISF）を効率的に収集できます。このシステムは、0.08 mMという極めて
低い検出限界で、間質液中のグルコースを高感度かつ選択的に検出する能力を持ちま
す。最小侵襲型のMN SPEプラットフォームは、微量なISFから信頼性の高いグルコー

ス定量化を可能にし、将来の多バイオマーカーPOCモニタリングへの大きな可能性を
示しています。

公開日 2026年01月12日  Biosensors and Bioelectronics (Elsevier)  オランダ



詳細

背景

糖尿病患者の血糖値モニタリングは、疾患管理において不可欠です。しかし、従来の血
液検査は侵襲的であり、連続的なモニタリングには不向きでした。連続血糖モニタリン
グ（CGM）システムは普及しつつありますが、精度、コスト、患者の快適性にはまだ改
善の余地があります。特に、間質液（ISF）からの最小侵襲的なバイオマーカー検出
は、疼痛を最小限に抑えつつリアルタイムデータを提供する promising なアプローチで
す。この分野では、微小針（Microneedle, MN）技術が大きな注目を集めています。

主要技術・研究成果

本研究では、使い捨ての微小針ベースのバイオセンシングシステムが開発されました。
このシステムは、以下の主要な特徴と成果を統合しています。

膨潤性生体適合性微小針アレイ: 皮膚に無痛で挿入できる、生体適合性の高い膨潤性
微小針が採用されています。これらの微小針は、皮膚表面から間質液を効率的に引き
出すことができます。

化学修飾スクリーン印刷電極（SPE）: 微小針アレイと一体化されたスクリーン印刷
電極は、特定の化学物質で修飾されており、グルコースとの選択的な電気化学反応を
促進します。これにより、高い選択性と感度でグルコースを検出します。

高効率の間質液収集: カスタマイズされたアプリケーターを使用することで、わずか
5分以内に約6.55 ± 0.47 μLという微量の間質液を迅速かつ安定して収集できます。こ
の量は、信頼性の高い分析に十分であると同時に、患者への侵襲性を最小限に抑えま
す。

高感度・高選択的グルコース検出: 開発されたシステムは、0.08 mM（ミリモル）と
いう非常に低い検出限界でグルコースを高感度に検出する能力を示しました。また、
共存する可能性のある他の生体分子に対する優れた選択性も確認されています。

使い捨てプラットフォーム: システムは使い捨て設計であり、交差汚染のリスクを低
減し、衛生的な運用を保証します。

この最小侵襲型MN SPEプラットフォームは、マイクロリットル量のISFから信頼性の高
いグルコース定量化を可能にし、糖尿病患者の自己管理を向上させる潜在能力を秘めて
います。



影響と展望

この使い捨て微小針バイオセンサーは、糖尿病管理の分野に大きな影響を与える可能性
があります。その最小侵襲性、迅速なISF収集能力、高感度、そして使い捨て設計は、
患者の利便性を高め、感染リスクを低減し、日常的な血糖モニタリングの費用対効果を
改善します。特に、自宅での使用やPOCT（ポイントオブケアテスト）環境での展開に
適しており、患者が自身の健康状態をより積極的に管理するのを支援します。将来的に
は、このプラットフォームを拡張し、単一デバイスでグルコースだけでなく、乳酸、ケ
トン体、コルチゾールなど、複数のバイオマーカーを同時に検出する多重バイオマーカ
ーモニタリングシステムへの発展が期待されます。これにより、糖尿病だけでなく、他
の慢性疾患の包括的な健康モニタリングにも応用され、個別化医療の進展に貢献するで
しょう。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/41534346/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/41534346/


ウェアラブル汗バイオセンサーの技術と応用：2026年の
展望

概要

ウェアラブル汗バイオセンシング技術は、汗の誘導・収集、マイクロ流体輸送、化学
センシング、信号処理・無線通信という4つの主要な技術層を統合しています。この分
野では、イオン選択電極と酵素ベースのアンペロメトリーセンサーを用いた電気化学

検出が主流であり、ナトリウム、カリウム、塩化物、グルコース、乳酸、コルチゾー
ル、pHなどの多岐にわたるバイオマーカーを対象としています。特に、Caltechが開発
した電子皮膚は、コルチゾールや他の代謝産物の定量化と生理学的サインのモニタリ

ングを統合し、ストレス応答のリアルタイム評価に特化しており、この技術領域の進
歩を象徴しています。

公開日 2026年04月16日  PatSnap Eureka  国際的



詳細

背景

近年、予防医療やパーソナライズ医療への関心の高まりとともに、非侵襲的で継続的な
生体情報モニタリング技術の需要が増大しています。血液検査のような侵襲的な手法
は、患者に負担をかけるだけでなく、リアルタイムでの頻繁なモニタリングには不向き
です。このような背景から、汗を非侵襲的なバイオマーカー源として活用するウェアラ
ブル汗バイオセンシング技術が急速に進化しています。汗は、血液中の多くのバイオマ
ーカーを反映することが知られており、その分析は個人の健康状態や生理学的応答をリ
アルタイムで評価するための強力な手段となり得ます。

主要技術・研究成果

ウェアラブル汗バイオセンシング技術は、以下の4つの主要な技術層の統合によって成
り立っています。

汗の誘導と収集: センサーが機能するためには、十分な量の汗を安定して誘導し、効
率的に収集する技術が必要です。これは、デバイスの快適性や機能性に直結します。

マイクロ流体輸送: 収集された汗をセンサー部へ正確に誘導し、汚染を防ぎながら微
量流体を制御するためのマイクロ流体チャネルの設計が重要です。

化学センシング: 汗中の特定のバイオマーカーを検出するためのセンサー技術が中核
となります。主に以下の電気化学検出法が用いられています。

イオン選択電極 (ISE): ナトリウム、カリウム、塩化物などの電解質濃度を検出す
るために広く使用されます。

酵素ベースのアンペロメトリーセンサー: グルコース、乳酸、コルチゾールなどの
代謝産物やホルモンを酵素反応を介して電気化学的に検出します。

信号処理と無線通信: センサーによって検出されたアナログ信号をデジタル化し、解
析可能なデータとしてスマートフォンやクラウドへ無線で送信する技術です。これに
より、リアルタイムでのデータ可視化や長期的なトレンド分析が可能になります。



特に注目すべき研究事例として、Caltechが開発した「電子皮膚」があります。このデ
バイスは、コルチゾールや他の代謝産物の定量化に加えて、心拍数や体温などの生理学
的サインのモニタリングを統合しており、ストレス応答のリアルタイム評価に特化して
設計されています。これは、ウェアラブル汗センサーが単なるバイオマーカー検出に留
まらず、より複雑な生理学的状態の包括的な評価へと進化していることを示していま
す。

影響と展望

ウェアラブル汗バイオセンシング技術の進展は、健康管理、スポーツ医学、ストレスモ
ニタリング、および医療診断の各分野に革命をもたらす可能性を秘めています。患者や
一般の人々が自身の健康状態を非侵襲的に、かつ継続的にモニタリングできるようにな
ることで、慢性疾患の早期発見と管理、運動パフォーマンスの最適化、精神的ストレス
のリアルタイム評価などが可能になります。これにより、より個別化された健康増進プ
ログラムや予防医療が実現し、医療コストの削減にも寄与することが期待されます。今
後は、検出可能なバイオマーカーの範囲の拡大、センサーの小型化と耐久性の向上、そ
してAIを活用したデータ解析の高度化が、この分野のさらなる発展を牽引するでしょ
う。この技術は、未来の「スマートヘルス」社会における基盤の一つとなると考えられ
ます。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/wearable-sweat-biosensor-landscape-2026-

patsnap-eureka/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/wearable-sweat-biosensor-landscape-2026-patsnap-eureka/
https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/wearable-sweat-biosensor-landscape-2026-patsnap-eureka/


リン酸チオ酸修飾DNAzymeによる高感度重金属バイオセ
ンサー

概要

ウォータールー大学の研究者たちは、DNAzyme（デオキシリボザイム）を基盤とした
革新的な金属センシングプラットフォームを開発しました。このプラットフォーム
は、リン酸チオ酸（PS）修飾をDNAzymeに導入することで、カドミウム、水銀、鉛と

いった有害な重金属を極めて高感度で検出可能です。特に、鉛イオン（Pb2+）は0.1

nM、カドミウムイオン（Cd2+）は4.8 nM、水銀イオン（Hg2+）は2.0 nMという低い
検出限界を達成しています。この技術は、高価な誘導結合プラズマ質量分析（ICP-

MS）装置や専門のオペレーターを必要とせず、簡便かつ費用対効果の高い現場での重
金属検出ソリューションを提供します。

公開日 日付不明  University of Waterloo Research  カナダ



詳細

背景

重金属汚染は、環境および公衆衛生にとって深刻な脅威となっています。水中のカドミ
ウム、水銀、鉛などの重金属は、人間の健康に深刻な影響を及ぼし、生態系にも甚大な
被害を与えます。これらの金属を検出するための従来の分析手法、例えば誘導結合プラ
ズマ質量分析（ICP-MS）や原子吸光分析（AAS）は、高感度であるものの、高価な装
置、複雑なサンプル前処理、そして専門的な知識を持つオペレーターを必要とします。
そのため、現場で迅速かつ費用対効果の高い重金属検出技術の開発が求められていま
す。

主要技術・研究成果

ウォータールー大学の研究チームは、DNAzyme（デオキシリボザイム）を基盤とし
た、画期的な重金属センシングプラットフォームを開発しました。DNAzymeは、特定
の金属イオンの存在下で特定のRNAまたはDNA配列を切断する触媒活性を持つDNA分子
です。この研究の鍵となる技術革新は、DNAzymeにリン酸チオ酸（PS）修飾を組み込
むことにあります。PS修飾により、DNAzymeの金属イオンに対する親和性と触媒活性
が大幅に向上しました。

検出原理: PS修飾されたDNAzymeは、特定の重金属イオンが存在すると、その構造
が変化し、標的分子を切断する触媒活性を発揮します。この切断イベントは、蛍光シ
グナルの変化などの方法で検出されます。

高感度検出: 開発されたプラットフォームは、以下のような極めて低い検出限界を達
成しました。

鉛イオン（Pb2+）: 0.1 nM

カドミウムイオン（Cd2+）: 4.8 nM

水銀イオン（Hg2+）: 2.0 nM

これらの感度は、従来の多くのバイオセンサーを凌駕し、環境基準をはるかに下回る
微量な重金属も検出可能です。

特異性: 他の一般的な金属イオン（例えば、ナトリウム、カリウム、カルシウム、マ
グネシウム）の存在下でも、ターゲット重金属に対して高い選択性を示します。



簡便性と費用対効果: 高価なラボ機器や熟練したオペレーターを必要とせず、比較的
簡便なプロトコルで迅速に結果を得ることができます。これにより、現場（in situ）
での環境モニタリングへの応用が可能となります。

影響と展望

このDNAzymeベースの重金属バイオセンサーは、環境モニタリング、食品安全、そし
て公衆衛生の分野に大きな影響をもたらす可能性を秘めています。特に、発展途上国や
遠隔地など、高価な分析機器へのアクセスが限られている地域での重金属汚染スクリー
ニングに非常に有用です。現場での迅速かつ高感度な検出が可能になることで、汚染源
の早期特定と迅速な対策が可能となり、人々の健康と環境保護に大きく貢献します。ま
た、このプラットフォームは、異なるDNAzyme配列を用いることで、多様な重金属や
他の環境汚染物質の検出にも応用できる汎用性を持っています。将来的には、ポータブ
ルなハンドヘルドデバイスへの統合や、継続的な自動モニタリングシステムへの組み込
みが期待され、より広範な環境安全管理への応用が加速するでしょう。

元記事: https://uwaterloo.ca/research/catalogs/watco-technologies/biosensor-detection-heavy-metals

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://uwaterloo.ca/research/catalogs/watco-technologies/biosensor-detection-heavy-metals


汗中コルチゾールを検出するレドックス活性MIP電気化学
センサー：ストレス管理への応用

概要

汗中のコルチゾールレベルを非侵襲的に検出するための、レドックス活性分子インプ
リントポリマー（MIP）を用いた革新的な電気化学センサーが開発されました。この
センサーは、レーザー誘起グラフェン（LIG）とCu-l-ヒスチジン金属錯体を統合したも

ので、外部試薬を必要とせず、POC（ポイントオブケア）およびウェアラブルアプリ
ケーションに理想的です。0.05〜100 μMの広い線形範囲と5.6 nMという低い検出限界
を達成し、他のステロイドホルモンに対する優れた選択性を示します。これにより、

個別のヘルスケアと効果的なストレス管理に貢献する可能性を秘めています。

公開日 日付不明  Omnicuris  インド



詳細

背景

コルチゾールは、ストレス応答に関与する主要なホルモンであり、そのレベルは身体的
および精神的健康状態の重要なバイオマーカーとして機能します。しかし、従来のコル
チゾール測定方法（血液、尿、唾液など）は、侵襲的であったり、リアルタイム性に欠
けたり、サンプル収集に手間がかかったりするという課題がありました。特に、持続的
なストレスモニタリングやウェアラブルデバイスへの応用には、非侵襲的かつ連続的な
検出が可能な技術が求められています。汗からのコルチゾール検出は、この課題を解決
する有望なアプローチとして注目されています。

主要技術・研究成果

革新的なレドックス活性分子インプリントポリマー（MIP）ベースの電気化学センサー
が、汗中のコルチゾールを非侵襲的に検出するために開発されました。このセンサー
は、以下の主要技術を統合しています。

分子インプリントポリマー（MIP）: コルチゾール分子を鋳型として用いて作製され
たポリマーであり、コルチゾールを特異的に認識し結合する「鍵穴」のような構造を
持ちます。これにより、他の類似構造を持つステロイドホルモンからの高い選択性が
保証されます。

レーザー誘起グラフェン（LIG）電極: レーザーを照射することで、ポリイミドフィ
ルムなどの基板上に直接グラフェン構造を形成する技術です。LIGは高い導電性と表
面積を持ち、電気化学センサーの性能を向上させます。また、柔軟性があり、ウェア
ラブルアプリケーションに適しています。

Cu-l-ヒスチジン金属錯体: コルチゾール結合サイトとレドックス活性（電子の授受）
を付与するために、MIP層にCu-l-ヒスチジン錯体が統合されています。この錯体は、
コルチゾールがMIPに結合すると電気化学シグナルを生成し、外部試薬なしでの検出
を可能にします。



優れた検出性能:

広い線形範囲: 0.05 μMから100 μMまでの広い範囲でコルチゾール濃度を正確に測
定できます。これは生理学的関連濃度をカバーします。

低い検出限界: 5.6 nM（ナノモル）という極めて低い検出限界を達成し、微量のコ
ルチゾール変動も捉えることができます。

高い選択性: デキサメタゾンやテストステロンなど、構造が類似する他のステロイ
ドホルモンの存在下でも、コルチゾールに対して優れた選択性を示します。

影響と展望

この新しいMIP電気化学センサーは、ストレス管理と個別化されたヘルスケアの分野に
大きな進歩をもたらします。非侵襲的で外部試薬不要な特性は、POCT（ポイントオブ
ケアテスト）やウェアラブルデバイスへの統合に非常に適しています。これにより、ユ
ーザーは病院を訪れることなく、リアルタイムで自身のストレスレベルをモニタリング
できるようになります。例えば、運動パフォーマンスの最適化、睡眠パターンの改善、
精神疾患の早期兆候検出、慢性疾患患者のストレス関連合併症のリスク評価など、多岐
にわたる応用が期待されます。将来的には、この技術がスマートウォッチやパッチ型デ
バイスに組み込まれることで、よりパーソナライズされた健康モニタリングと、それに
基づく生活習慣改善のための具体的なフィードバックを提供することが可能になるでし
ょう。これは、予防医療とウェルネス分野における重要な一歩となります。

元記事: https://www.omnicuris.com/medshots/daily_updates/sweat-cortisol-sensing-new-technology

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.omnicuris.com/medshots/daily_updates/sweat-cortisol-sensing-new-technology


がん早期検出バイオセンサーの進歩と将来展望：電気化
学・光学・ナノテクノロジーの融合

概要

本レビューは、がんの早期発見を目的とした電気化学、光学、ナノテクノロジーベー
スのバイオセンサーの最新進歩に焦点を当てています。乳がん、前立腺がん、肺がん
などの特定のバイオマーカー検出への応用が探究されており、サイクリックボルタン

メトリー（CV）ベースのバイオセンサーが、ELISAと比較してフェムトモルスケールま
での検出感度と10分未満の応答時間を提供することを示しています。微小流体技術と
の統合は、これらのデバイスの感度と特異性をさらに向上させ、予測的かつ多重分析

を促進することで、診断精度と患者の早期介入機会を大幅に改善する可能性を秘めて
います。

公開日 2026年04月23日  IEEE Access  アメリカ



詳細

背景

がんは依然として世界的な主要な死因の一つであり、その早期発見は治療成績の向上と
患者の生存率向上に直結します。しかし、既存のがん診断法は、侵襲性、コスト、時間
の制約、そして初期段階での低い感度といった課題を抱えています。これらの課題を克
服するため、非侵襲的で迅速かつ高感度なバイオセンサー技術の開発が、近年の研究の
焦点となっています。特に、電気化学、光学、ナノテクノロジーといった異なる原理を
組み合わせた複合的なアプローチが、次世代のがん診断ツールとして期待されていま
す。

主要技術・研究成果

このレビュー論文では、がん早期検出のための最先端バイオセンサー技術が詳細に分析
されています。主要な進歩は以下の通りです。

電気化学バイオセンサー: がんバイオマーカー（タンパク質、核酸、代謝物など）の
検出において、高い感度と選択性を示します。特に、サイクリックボルタンメトリー
（CV）ベースのバイオセンサーは、従来の酵素結合免疫吸着法（ELISA）が数時間の
分析時間を要するのに対し、フェムトモル（fM）スケールまでの検出限界と10分未
満の迅速な応答時間を提供します。これは、診断時間の劇的な短縮を意味します。

光学バイオセンサー: 表面プラズモン共鳴（SPR）、蛍光、化学発光などの原理を利
用し、ラベルフリーでのバイオマーカー検出が可能です。高感度かつ多重検出能力に
優れ、複雑な生体サンプル中の微量バイオマーカーの特定に貢献します。

ナノテクノロジーの統合: 金ナノ粒子、量子ドット、カーボンナノチューブ、グラフ
ェンなどのナノ材料は、センサーの表面積を拡大し、信号増幅効果をもたらすこと
で、検出感度を飛躍的に向上させます。また、これらの材料は生体認識要素（抗体、
アプタマーなど）の固定化にも適しており、特異性の向上にも寄与します。

微小流体技術との融合: 微小流体デバイス（Lab-on-a-chip）との統合により、サンプ
ル処理の自動化、試薬消費量の削減、および多重分析能力が向上します。これによ
り、微量の検体から複数のがんバイオマーカーを同時に、かつ高効率で検出すること
が可能になります。

これらの技術は、乳がん、前立腺がん、肺がんの特定のバイオマーカー（例: PSA、
HER2、循環腫瘍細胞など）の検出に応用され、その有効性が実証されています。



影響と展望

電気化学、光学、ナノテクノロジーを融合したバイオセンサーは、がんの早期診断にお
いて革命的な変化をもたらす可能性を秘めています。迅速かつ高感度な検出能力は、患
者の不安を軽減し、早期治療介入の機会を拡大します。特に、POCT（ポイントオブケ
アテスト）デバイスへの統合が実現すれば、遠隔地や医療資源が限られた地域でも、ア
クセスしやすいがんスクリーニングと診断が可能となり、グローバルな医療格差の是正
に貢献するでしょう。また、微小流体技術との組み合わせによる多重分析は、単一のバ
イオマーカーだけでなく、複数のバイオマーカーの組み合わせによる「バイオマーカー
パネル」分析を可能にし、診断の信頼性と予測精度をさらに高めます。将来的には、こ
れらのバイオセンサーが定期的な健康チェックアップに組み込まれ、個別化された予防
医療の重要な柱となることが期待されます。

元記事: https://repositorio.usp.br/directbitstream/f84de14e-738a-499f-87d8-

de21e0f6d6e0/Early_Cancer_Detection_Biosensors_Present_Situation_and_Future_Outlooks.pdf

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://repositorio.usp.br/directbitstream/f84de14e-738a-499f-87d8-de21e0f6d6e0/Early_Cancer_Detection_Biosensors_Present_Situation_and_Future_Outlooks.pdf
https://repositorio.usp.br/directbitstream/f84de14e-738a-499f-87d8-de21e0f6d6e0/Early_Cancer_Detection_Biosensors_Present_Situation_and_Future_Outlooks.pdf


水中の重金属検出用バイオセンサー：環境モニタリングへ
の応用

概要

バイオセンサーは、水中の重金属汚染を監視するための簡便、信頼性、迅速なソリュ
ーションを提供します。これらは特に、食品生産工程で使用される水や廃水中の重金
属検出に適用可能であり、小型化されたデバイスにより高価なラボ測定を不要にし、

その場での連続モニタリングを可能にします。蛋白質と金属の相互作用を利用したバ
イオセンサーは、電気容量やインピーダンスを測定することで、バイオアベイラブル
な重金属濃度をラベルフリーで評価できます。この技術は、環境品質管理における従

来の分析手法に代わる強力な手段となり得ます。

公開日 2019年03月07日  IntechOpen  イギリス



詳細

背景

工業化と都市化の進展に伴い、水中の重金属汚染は世界的な環境および公衆衛生上の深
刻な課題となっています。鉛、水銀、カドミウム、ヒ素などの重金属は、自然環境に放
出されると食物連鎖を通じて生物に蓄積し、人体に深刻な健康被害を引き起こす可能性
があります。従来の重金属検出方法は、高価な分析装置、専門的なオペレーター、複雑
なサンプル前処理、そして長時間の分析時間を必要とすることが多く、特に現場でのリ
アルタイムモニタリングには不向きでした。このため、より迅速、簡便、高感度、そし
て費用対効果の高い新しい検出技術が求められています。

主要技術・研究成果

バイオセンサーは、水中の重金属汚染を監視するための革新的なアプローチを提供しま
す。その主要な特徴と応用は以下の通りです。

検出原理: バイオセンサーは、特定の生物学的認識要素（酵素、微生物、抗体、DNA

など）と物理化学的変換器（トランスデューサー）を組み合わせたデバイスです。重
金属が認識要素に結合すると、トランスデューサーが電気化学的、光学的、または質
量変化などの物理信号を生成し、これを測定することで重金属の濃度を定量します。

蛋白質と金属の相互作用: 特に注目されているのは、重金属が酵素や他の蛋白質の活
性部位に結合し、その構造や機能に変化を引き起こす原理を利用したバイオセンサー
です。これにより、酵素活性の阻害、または蛋白質のコンフォメーション変化に伴う
電気容量やインピーダンスの変化を測定することで、重金属の存在と濃度をラベルフ
リーで評価できます。

高感度・高特異性: 最適化された認識要素とトランスデューサーの組み合わせによ
り、バイオセンサーは微量の重金属を検出可能であり、共存する他のイオンからの干
渉を受けにくい高い特異性を示します。

小型化とポータビリティ: バイオセンサーは、小型で携帯可能なデバイスとして設計
できるため、高価で大型なラボ機器を現場に持ち込む必要がなくなります。これによ
り、水処理プラント、水源、産業廃水排出地点などでのその場での（in situ）リアル
タイムまたは連続的なモニタリングが可能になります。

幅広い応用分野: 飲料水、地下水、河川水といった天然水だけでなく、食品加工で使
用される処理水や、環境に放出される前の産業廃水の品質管理にも適用可能です。



影響と展望

重金属検出用バイオセンサーは、環境モニタリングと公衆衛生の分野に大きな変革をも
たらす可能性を秘めています。その迅速性、信頼性、簡便性、そして低コスト性によ
り、従来の分析技術に代わる強力な手段となり得ます。特に、開発途上国や遠隔地な
ど、高度な分析機器へのアクセスが限られている地域での水質監視において、その恩恵
は計り知れません。リアルタイムでの連続モニタリングが可能になることで、重金属汚
染の早期発見、汚染源の特定、そして迅速な介入を促進し、環境への影響を最小限に抑
え、住民の健康を守ることができます。将来的には、AIとの統合によるデータ解析の高
度化や、多重検出能力のさらなる向上、そしてウェアラブルデバイスへの応用が期待さ
れ、よりスマートで包括的な水質安全管理システムが実現するでしょう。

元記事: https://www.intechopen.com/chapters/66031

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.intechopen.com/chapters/66031


3Dプリント中空微小針によるワイヤレスグルコース連続
モニタリングセンサー

概要

本研究では、3Dプリント技術を用いて作製された中空微小針ベースの電気化学センサ
ーが開発されました。このセンサーは、人工間質液を抽出することで、動的なグルコ
ース濃度変化を連続的にモニタリングすることを可能にします。センサーには単原子

ナノザイムが導入されており、0.1 μMから50 mMという広い線形範囲と、0.285 μMと
いう低い検出限界で高い感度と選択性を示します。さらに、グルコース濃度データは
スマートフォンアプリにリアルタイムでワイヤレス送信され、POCT（ポイントオブケ

アテスト）や在宅ヘルスモニタリングアプリケーションへの大きな可能性を提示して
います。

公開日 日付不明  Analyst (RSC Publishing)  イギリス



詳細

背景

糖尿病患者にとって、血糖値の連続的なモニタリングは不可欠ですが、従来の採血によ
る方法や既存の連続血糖モニタリング（CGM）システムには、侵襲性、コスト、利便性
に関する課題が残されています。特に、患者の日常生活に溶け込み、痛みが少なく、リ
アルタイムで正確なデータを提供するウェアラブルセンサー技術が強く求められていま
す。微小針（Microneedle, MN）は、皮膚の最表層に無痛で薬剤を送達したり、間質液
を収集したりできるため、この課題を解決する有望なアプローチとして注目されていま
す。

主要技術・研究成果

この研究では、最先端の3Dプリント技術を活用して、中空微小針を基盤とした電気化学
センサーが開発されました。このセンサーシステムの主要な特徴と成果は以下の通りで
す。

3Dプリント中空微小針アレイ: 高精度な3Dプリント技術により、中空構造を持つ微
小針が作製されています。この中空構造は、皮膚に挿入された際に人工間質液を吸引
または注入するためのチャネルとして機能し、生体液のサンプリングとグルコース検
出を可能にします。

単原子ナノザイムの導入: センサーの感度と選択性を向上させるため、単原子
（Single-Atom Nanozymes, SANs）が酵素模倣触媒として導入されています。SANs

は、酵素と同様の触媒活性を持ちながら、優れた安定性と活性を提供します。この導
入により、センサーは極めて高い性能を発揮します。

卓越した検出性能: 開発されたセンサーは、0.1 μMから50 mMという非常に広い線形
検出範囲を持ち、生理学的に関連するグルコース濃度を網羅します。さらに、0.285

μMという低い検出限界を達成し、微細なグルコース変動も正確に捉えることができ
ます。共存する妨害物質に対する高い選択性も確認されています。

ワイヤレスデータ伝送: センサーによって測定されたグルコース濃度データは、
Bluetoothなどの無線通信技術を介してスマートフォンアプリにリアルタイムで送信
されます。これにより、患者や医療従事者はいつでもどこでも血糖値のトレンドを確
認できます。



連続モニタリング能力: 人工間質液の継続的な抽出とセンサーの安定性により、動的
なグルコース濃度変化を長期間にわたって連続的にモニタリングすることが可能で
す。

影響と展望

この3Dプリント中空微小針ベースのワイヤレスグルコースセンサーは、糖尿病管理のパ
ラダイムを大きく変革する可能性を秘めています。その無痛性、高精度、ワイヤレス通
信機能は、患者の負担を劇的に軽減し、日常的な血糖管理のコンプライアンスを向上さ
せるでしょう。特に、POCT（ポイントオブケアテスト）環境や、在宅での自己健康モ
ニタリングにおいて、革新的なソリューションを提供します。将来的には、この技術を
さらに発展させ、グルコース以外の複数のバイオマーカー（例：乳酸、ケトン体など）
を同時に検出できる多重センシングプラットフォームへの拡張が期待されます。また、
AIアルゴリズムと統合することで、収集されたデータに基づいた予測的な健康インサイ
トや、パーソナライズされた治療推奨を提供することも可能になるでしょう。これによ
り、よりスマートで予防的な医療システムが実現し、糖尿病患者の生活の質の向上と医
療コストの削減に貢献します。

元記事: https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/an/d5an01058f

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/an/d5an01058f


増幅ナノ材料不要なMIP電気化学センサーによる人工汗中
コルチゾール非侵襲検出

概要

本研究では、ストレスバイオマーカーであるコルチゾールの非侵襲的な電気化学検出
を実現するため、増幅ナノ材料を必要としない分子インプリントポリマー（MIP）ベ
ースのコルチゾールセンサーが開発されました。このセンサーは、人工汗中で100

pg/mLから160 ng/mLという広い分析範囲と、2.2 pg/mLという極めて低い検出限界を
達成し、他のステロイドに対する高い選択性も示しています。このシンプルかつ効果
的なアプローチは、より柔軟でウェアラブルなコルチゾールモニタリングをサポート

するための他の電極アーキテクチャにも容易に適用可能であり、パーソナライズされ
たストレス管理と健康モニタリングへの道を拓きます。

公開日 日付不明  Biosensors and Bioelectronics  オランダ



詳細

背景

コルチゾールは、ストレス、炎症、代謝機能に深く関わる重要なステロイドホルモンで
あり、その血中濃度は生理的および心理的状態を評価するための重要なバイオマーカー
です。しかし、血液による測定は侵襲的であり、唾液や尿による測定もリアルタイム性
に欠けるといった課題がありました。近年、非侵襲的かつ継続的なモニタリングが可能
なウェアラブルセンサーへの関心が高まっており、汗を介したコルチゾール検出が有望
な代替手段として浮上しています。この分野では、高感度、高選択性、そしてシンプル
な設計が可能な新しいセンサー技術が求められています。

主要技術・研究成果

本研究では、増幅のためのナノ材料を必要としない、革新的な分子インプリントポリマ
ー（MIP）ベースの電気化学センサーが開発されました。このセンサーは、人工汗中の
コルチゾールを非侵襲的に検出することを目的としています。主要な技術的特徴と成果
は以下の通りです。

分子インプリントポリマー（MIP）技術: コルチゾール分子を鋳型として用いて作製
されたMIP層が、ターゲットであるコルチゾールを特異的に認識し結合します。この
特異的な分子認識機能により、構造が類似する他のステロイドホルモン（例：デキサ
メタゾン、テストステロン）の存在下でも、高い選択性でコルチゾールのみを検出で
きます。

増幅ナノ材料の不使用: 従来の多くの高感度バイオセンサーでは、信号増幅のために
金ナノ粒子やカーボンナノチューブなどのナノ材料が利用されてきましたが、本セン
サーはこれらの複雑な材料を使用せずに高い性能を実現しています。これにより、セ
ンサーの製造プロセスが簡素化され、コスト削減に貢献します。



優れた検出性能:

広い分析範囲: 100 pg/mL（ピコグラム/ミリリットル）から160 ng/mL（ナノグラ
ム/ミリリットル）という非常に広い濃度範囲でコルチゾールを正確に定量できま
す。これは生理学的変動範囲を十分にカバーします。

極めて低い検出限界: 2.2 pg/mLという驚異的に低い検出限界を達成し、汗中の微
量なコルチゾール変動も敏感に捉えることが可能です。

高い選択性: 他のステロイドホルモンに対する優れた選択性が実験により確認され
ており、複雑な生体サンプル中でも信頼性の高い測定を保証します。

高い汎用性: このMIPベースのアプローチは、他の電極アーキテクチャにも容易に転
用可能です。これにより、より柔軟な基板や、ウェアラブルデバイスの異なる形状に
対応したコルチゾールモニタリングセンサーの開発が促進されます。

影響と展望

この増幅ナノ材料不要なMIP電気化学センサーは、非侵襲的なコルチゾールモニタリン
グの分野に大きな進歩をもたらします。そのシンプルで堅牢な設計は、POCT（ポイン
トオブケアテスト）やウェアラブルデバイスへの統合に特に適しています。リアルタイ
ムでコルチゾールレベルを継続的にモニタリングできることは、個人のストレスレベ
ル、運動後の回復、睡眠の質、さらには特定の疾患（例：アジソン病やクッシング症候
群）の管理において、貴重な情報を提供します。これにより、ユーザーは自身の健康状
態をより詳細に理解し、生活習慣の改善や早期医療介入の判断に役立てることができま
す。将来的には、スマートウォッチや皮膚パッチに組み込まれることで、パーソナライ
ズされたヘルスケアと予防医療の実現に向けた重要なツールとなることが期待されま
す。この技術は、よりアクセスしやすく、効率的なストレス管理ソリューションを提供
し、公衆衛生の向上に貢献するでしょう。

元記事: https://doi.org/10.1016/j.talanta.2026.129790

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://doi.org/10.1016/j.talanta.2026.129790


ナノエンジニアリング電気化学バイオセンサー：がんバイ
オマーカー検出の次世代技術

概要

ナノエンジニアリングされた電気化学バイオセンサーは、がんの早期発見における次
世代技術として注目されています。これらのセンサーは、DNA、RNA、タンパク質ベ
ースの多様なバイオマーカーを組み込むことで、診断精度、感度、特異性を大幅に向

上させます。リアルタイム分析能力、携帯性、使いやすさが特徴であり、特に医療資
源が不足している地域での迅速な臨床意思決定やアクセス可能な癌スクリーニングに
適しています。この革新的なアプローチは、がん診断の未来を形作る可能性を秘めて

います。

公開日 2025-XX-XX  Nanoscale (RSC Publishing)  イギリス



詳細

背景

がんは依然として世界中の公衆衛生上の大きな課題であり、その早期発見は治療の成功
率と患者の生存率を劇的に向上させる鍵となります。しかし、既存のがん診断技術の多
くは、侵襲的、高コスト、時間消費型であり、早期段階での感度が低いという課題を抱
えています。これらの限界を克服するため、ナノテクノロジーを統合した新しいバイオ
センサー技術、特に電気化学バイオセンサーが大きな注目を集めています。ナノエンジ
ニアリングは、センサーの性能を飛躍的に向上させ、よりアクセスしやすく、効率的な
診断ソリューションを提供します。

主要技術・研究成果

ナノエンジニアリングされた電気化学バイオセンサーは、がんバイオマーカー検出にお
いて複数の重要な進歩をもたらしています。主な成果と技術的特徴は以下の通りです。

高感度・高特異性: ナノ材料（金ナノ粒子、量子ドット、カーボンナノチューブ、グ
ラフェンなど）を電極表面に導入することで、表面積が大幅に増加し、バイオマーカ
ーの結合サイトが豊富になります。これにより、微量ながんバイオマーカー（例：循
環腫瘍DNA (ctDNA)、マイクロRNA (miRNA)、特定のタンパク質マーカー）を高感度
かつ選択的に検出できます。

多様なバイオマーカー検出: DNA、RNA、およびタンパク質ベースの多様なバイオマ
ーカーを組み込むことが可能です。例えば、遺伝子変異、遺伝子発現パターン、特定
の抗原や酵素活性など、幅広いターゲットに対応し、多角的ながん診断をサポートし
ます。

リアルタイム分析能力: 電気化学センサーは、バイオマーカーが認識要素に結合した
際に発生する電気信号の変化を瞬時に検出します。これにより、サンプル前処理の時
間を最小限に抑え、リアルタイムでの診断結果を提供できます。これは、迅速な臨床
意思決定に不可欠です。

携帯性と使いやすさ: ナノ材料の統合により、センサーデバイスを小型化し、持ち運
び可能な形で設計することが可能です。これにより、POCT（ポイントオブケアテス
ト）デバイスとしての利用が促進され、専門的なラボ設備がなくても診断が可能にな
ります。操作も比較的簡便であるため、限られたトレーニングで利用できる可能性が
あります。



これらの特性は、特にがんのタイプ（乳がん、肺がん、前立腺がんなど）に応じた特定
のバイオマーカーの検出において、診断精度と患者の早期介入機会を大幅に改善する可
能性を秘めています。

影響と展望

ナノエンジニアリングされた電気化学バイオセンサーは、がん診断の分野に革命的な影
響をもたらす可能性があります。その最大の利点は、医療資源が不足している地域や遠
隔地において、アクセスしやすく、費用対効果の高いがんスクリーニングと早期診断を
可能にすることです。これにより、世界的な医療格差の是正に貢献し、より多くの患者
が早期に診断と治療を受ける機会を得られるようになります。また、リアルタイムでの
モニタリング能力は、治療効果の評価や再発の監視にも有用であり、個別化医療の進展
を加速させます。今後は、多重バイオマーカーの同時検出能力の向上、AIとの統合によ
るデータ解析の高度化、そして大規模な臨床試験を通じて、これらの技術の臨床実用化
がさらに加速することが期待されます。これにより、がんの診断から治療、予後管理ま
でを一貫してサポートする、包括的なヘルスケアソリューションが提供される未来が拓
けるでしょう。

元記事: https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2025/nr/d5nr01675d

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2025/nr/d5nr01675d


ハンドヘルド型全細胞バイオセンサー：水中の高毒性重金
属を費用対効果高く視覚検出

概要

全細胞バイオセンサーは、高価な機器や熟練したオペレーターを必要とせず水中の有
毒な重金属を検出できるため、オンサイト検出に有望な技術です。本研究では、カド
ミウムと水銀を同時に検出するためのポータブルプラットフォームが開発され、10〜

100 μg L-1の検出限界を達成し、実際の河川水サンプルでも機能することが実証され
ました。デバイスあたりのコストは約401.5ドル、テストあたりのコストは約0.33ドル
と、商業的なフィールド検出デバイスやキットと比較して非常に費用対効果が高いこ

とが示されています。この革新は、環境モニタリングのアクセス性を大幅に向上させ
ます。

公開日 2026年03月10日  Nature Communications (PMC)  国際的



詳細

背景

水質汚染、特に重金属による汚染は、世界中の生態系と公衆衛生にとって重大な脅威で
す。鉛、カドミウム、水銀などの重金属は、非常に毒性が高く、低濃度でも長期的な健
康問題を引き起こす可能性があります。これらの汚染物質を検出するための従来のラボ
ベースの方法は、高感度であるものの、高価な機器、複雑な前処理、そして専門的な技
術を必要とします。そのため、費用対効果が高く、現場で迅速かつ簡便に利用できる新
しい検出技術が、環境モニタリングと規制遵守のために強く求められています。

主要技術・研究成果

本研究では、水中の有毒な重金属を視覚的に検出できる、ハンドヘルド型の全細胞バイ
オセンシング検出器が開発されました。このプラットフォームは、以下の革新的な特徴
を持っています。

全細胞バイオセンサーの活用: 生きた微生物細胞（例えば、細菌）をバイオセンサー
の認識要素として利用します。これらの細胞は、特定の重金属の存在下で遺伝子発現
を変化させ、これにより検出可能なシグナル（例えば、蛍光や色変化）を生成するよ
うに遺伝子操作されています。このアプローチは、複雑な生化学的試薬の準備を不要
にし、コストと操作の簡便性をもたらします。

カドミウムと水銀の同時検出: 開発されたポータブルプラットフォームは、環境中で
頻繁に共存する2つの主要な重金属であるカドミウムと水銀を同時に検出する能力を
持っています。これは、多重検出の重要性を示すものです。

検出限界とフィールド検証: 検出限界は10〜100 μg L-1（マイクログラム/リットル）
であり、これは多くの環境規制基準内で重金属を検出するのに十分な感度です。さら
に、実際の河川水サンプルを用いてフィールドテストを行い、その有効性と信頼性が
実証されました。

極めて高い費用対効果: 従来の商業的なフィールド検出デバイスやキットと比較し
て、顕著なコスト優位性を示しています。デバイスあたりの製造コストは約401.5ド
ル、個別のテストあたりのコストは約0.33ドルと非常に低く抑えられています。これ
は、広範な展開とアクセス性を可能にする重要な要素です。

ポータブルで使いやすいデザイン: ハンドヘルド型であるため、持ち運びが容易で、
専門的な訓練を受けていないオペレーターでも現場で簡単に操作できます。結果は視
覚的に明確に示されるため、迅速な判断が可能です。



影響と展望

このハンドヘルド型全細胞バイオセンサーは、水質モニタリングの分野に大きな変革を
もたらす可能性を秘めています。その費用対効果の高さ、簡便性、そして現場での検出
能力は、特に途上国やインフラが不十分な地域での環境汚染監視において極めて重要で
す。汚染源の迅速な特定と介入を可能にすることで、環境への重金属の拡散を抑制し、
公衆衛生上のリスクを低減します。将来的には、このプラットフォームを拡張してより
多くの重金属や他の汚染物質を検出できるようにすること、さらにIoT技術と統合して
リアルタイムでデータをクラウドに送信し、広範な地域での継続的な環境モニタリング
ネットワークを構築することが期待されます。この技術は、環境保護と持続可能な開発
目標の達成に貢献する強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13049442/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13049442/


ワシントン州立大学、間質液を利用した低侵襲ワイヤレス
微小針グルコースセンサーを開発

概要

ワシントン州立大学の研究者たちは、糖尿病患者のグルコースモニタリングを大幅に
改善する新しいウェアラブルバイオセンサーを開発しました。この技術は、微小針、
高性能触媒材料、およびワイヤレスデータ伝送を組み合わせることで、既存の連続血

糖モニタリング（CGM）システムよりも正確で、侵襲性が低く、手頃な代替手段を提
供する可能性を秘めています。センサーは、細胞を取り巻く間質液中のグルコースを
測定し、データをリアルタイムでスマートフォンにワイヤレス送信します。これによ

り、患者の日常的な糖尿病管理の利便性と効率が飛躍的に向上することが期待されま
す。

公開日 2026年02月13日  ICT&health  オランダ



詳細

背景

糖尿病は世界的に増加している慢性疾患であり、その効果的な管理には血糖値の継続的
なモニタリングが不可欠です。しかし、従来の指先穿刺による血糖測定は痛みを伴い、
連続的な情報提供ができません。既存の連続血糖モニタリング（CGM）システムは進歩
しているものの、依然としてコスト、快適性、そして時には精度に関する課題を抱えて
います。患者の生活の質を向上させながら、より正確で低侵襲な血糖モニタリングソリ
ューションを提供することは、医療技術開発における重要な目標です。微小針
（Microneedle, MN）技術は、この課題を解決する有望な道として注目されています。

主要技術・研究成果

ワシントン州立大学の研究者チームは、糖尿病患者のグルコースモニタリングを革新す
る新しいウェアラブルバイオセンサーを開発しました。このセンサーは、以下の主要技
術を統合しています。

微小針技術: 皮膚の最表層に無痛で挿入できる微小針アレイを使用します。これによ
り、神経が少ない領域から間質液（Interstitial Fluid, ISF）を採取し、侵襲性を最小限
に抑えながら血糖情報にアクセスします。従来の採血に比べて、患者の不快感が大幅
に軽減されます。

高度な触媒材料: センサーの検出部に、グルコースを特異的に感知し、電気化学信号
に変換するための高性能な触媒材料が組み込まれています。これにより、高感度かつ
高選択性で間質液中のグルコース濃度を測定することが可能です。

ワイヤレスデータ伝送: 測定されたグルコース濃度データは、Bluetoothなどの無線通
信技術を介してリアルタイムで患者のスマートフォンに送信されます。これにより、
患者はいつでもどこでも自身の血糖値を簡単に確認し、そのトレンドを把握すること
ができます。

低侵襲性と手頃な価格: このセンサーは、既存のCGMシステムと比較して、より侵襲
性が低く、製造コストも抑えられる可能性があるため、より手頃な価格での提供が期
待されます。これは、特に医療アクセスが限られた地域において、糖尿病管理の普及
を促進する重要な要素となります。



この革新的なアプローチは、間質液中のグルコースレベルを正確に測定することで、血
糖値変動を継続的に追跡し、患者の糖尿病管理を「よりスマートに」することを目指し
ています。

影響と展望

ワシントン州立大学が開発したこの微小針バイオセンサーは、糖尿病管理の未来に大き
な影響を与える可能性を秘めています。その低侵襲性、高精度、そして手頃な価格帯
は、より多くの糖尿病患者が継続的な血糖モニタリングを利用できるようになることを
意味します。これにより、患者は自己管理能力を向上させ、低血糖や高血糖のリスクを
より効果的に管理できるようになります。また、リアルタイムデータは医療提供者にと
っても有用であり、より個別化された治療計画の立案と調整を支援します。

将来的には、この技術がさらに進化し、他のウェアラブル健康モニタリングデバイスと
の統合や、AIを活用した予測分析機能の追加が期待されます。例えば、血糖値の異常傾
向を事前に警告したり、食事や運動のアドバイスをパーソナライズしたりすることで、
糖尿病患者の生活の質を一層向上させることが可能になるでしょう。このバイオセンサ
ーは、糖尿病ケアだけでなく、予防医療やパーソナライズ医療の進展においても重要な
役割を果たすことが予測されます。

元記事: https://www.icthealth.org/news/microneedle-biosensor-enables-smarter-glucose-monitoring

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.icthealth.org/news/microneedle-biosensor-enables-smarter-glucose-monitoring


デジタルヘルスケアにおけるセンサーフュージョンとAIの
融合：包括的健康モニタリングの未来

概要

デジタルヘルスケアアプリケーションにおけるセンサーフュージョンは、ウェアラブ
ル生理学的モニター、環境センサー、深度カメラ、慣性計測ユニットなど、複数のセ
ンシングモダリティの統合を通じて、人間の健康と疾患プロセスのより包括的な理解

を可能にしました。このセンサーフュージョンフレームワークと人工知能（AI）の進
歩は、個別化医療、遠隔患者モニタリング、および臨床意思決定支援に新たな可能性
を拓いています。これにより、患者の全体的な健康状態をリアルタイムで把握し、よ

り的確な医療介入を行うことが可能になります。

公開日 2026年03月16日  MDPI Sensors (学術誌)  スイス



詳細

背景

現代のヘルスケアシステムは、慢性疾患の増加、高齢化社会、医療リソースの制約とい
った課題に直面しており、より効率的で個別化された医療提供モデルへの転換が求めら
れています。このような背景から、患者の健康状態を継続的にモニタリングし、早期介
入を可能にするデジタルヘルスケア技術が注目されています。特に、単一のセンサーデ
ータだけでは捉えきれない複雑な生体情報を、複数のセンサーから統合的に分析する
「センサーフュージョン」の概念が重要性を増しています。

主要技術・研究成果

デジタルヘルスケアにおけるセンサーフュージョンは、多様なセンシングモダリティを
統合し、人間とその環境に関する包括的なデータを収集・解析する能力を提供します。
主要な要素と成果は以下の通りです。

複数のセンシングモダリティの統合: センサーフュージョンは、以下の多様なタイプ
のセンサーからのデータを組み合わせます。

ウェアラブル生理学的モニター: 心電図（ECG）、脈波（PPG）、皮膚温、発汗、
呼吸速度など、直接的な生体信号を測定します。

環境センサー: 空気質、温度、湿度、騒音レベルなど、患者の周囲環境データを提
供します。

深度カメラ: 患者の姿勢、動き、転倒リスクなどを非接触でモニタリングします。

慣性計測ユニット（IMU）: 加速度計、ジャイロスコープ、磁力計などを組み合わ
せ、体の動き、活動レベル、睡眠パターンなどを詳細に追跡します。

包括的な生理学的状態推定: これらのセンサーデータを統合することで、個々の信号
だけでは得られない、より正確で包括的な生理学的状態（例: ストレスレベル、疲労
度、疾患の進行状況など）の推定が可能になります。例えば、心拍数変動と活動量を
組み合わせることで、心血管リスクをより正確に評価できます。

AIとの融合によるデータ解析: 収集された膨大な多次元センサーデータは、人工知能
（AI）技術、特に機械学習アルゴリズムによって解析されます。AIは、データ内の複
雑なパターンを認識し、異常の早期検出、疾患の予測、治療効果の評価、そして個別
化された介入策の推奨を支援します。



この融合フレームワークは、デジタルバイオマーカーの発見を加速し、疾患の早期発見
や予防、さらには治療後の回復モニタリングに新たな道を開きます。

影響と展望

デジタルヘルスケアにおけるセンサーフュージョンとAIの融合は、医療提供のあり方を
根本的に変革する可能性を秘めています。その影響と展望は以下の通りです。

個別化医療の推進: 各患者のユニークな生理学的および環境的データに基づいて、よ
りパーソナライズされた治療計画と介入を可能にします。

遠隔患者モニタリング（RPM）の強化: 高齢者や慢性疾患患者が自宅で安心して生活
できるよう、医療機関が患者の状態をリアルタイムで遠隔監視し、必要に応じて迅速
に介入できます。これにより、入院の必要性を減らし、医療コストを削減します。

臨床意思決定支援: 医師は、AIによって解析された包括的な患者データに基づいて、
より正確でエビデンスに基づいた診断と治療決定を行うことができます。

予防医療とウェルネスの促進: 一般の健康な人々も、継続的なモニタリングを通じて
自身の健康状態をより深く理解し、病気になる前に予防的な行動をとるインセンティ
ブを得られます。

今後、センサー技術のさらなる小型化、低消費電力化、そしてAIモデルの継続的な改善
により、デジタルヘルスケアはより普及し、より高度な機能を提供するようになるでし
ょう。これにより、全ての人がより健康で質の高い生活を送れる社会の実現に大きく貢
献すると期待されています。

元記事: https://www.mdpi.com/1424-8220/26/6/1870

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1424-8220/26/6/1870


バイオセンサーによるがんバイオマーカー検出：卵巣がん
早期診断におけるLPAの可能性

概要

バイオセンサー技術は、プレシジョン医療の文脈において、疾患状態のバイオマーカ
ー検出とモニタリングのための魅力的な戦略を提供します。本研究は、卵巣がんの早
期検出を目指し、複数のマーカーを多重アッセイするセンサーの開発に取り組んでい

ます。特に、リゾホスファチジン酸（LPA）をターゲットとしており、LPAは初期段階
の卵巣がんでも血中濃度が上昇する可能性があり、98%という高い感度と特異性を持
つ有望なバイオマーカーとして注目されています。この技術は、がんの早期発見と個

別化治療に貢献する大きな可能性を秘めています。

公開日 日付不明  ResearchGate (Magnus Group Conference Abstract)  ドイツ



詳細

背景

がんは依然として世界的な主要な死因の一つであり、早期発見が治療成績を大きく左右
します。特に卵巣がんは、その初期症状が非特異的であるため、診断が遅れることが多
く、進行した段階で発見されることが一般的です。これにより、予後が不良となるケー
スが少なくありません。プレシジョン医療の進展に伴い、個々の患者に合わせた診断と
治療の必要性が高まっており、高感度かつ特異的なバイオマーカーの検出とモニタリン
グが極めて重要となっています。バイオセンサー技術は、この課題に対する有望なソリ
ューションとして注目されています。

主要技術・研究成果

本研究は、バイオセンサー技術を活用して、がんバイオマーカー、特に卵巣がんの早期
検出を目指した多重アッセイセンサーの開発に焦点を当てています。主要な成果とアプ
ローチは以下の通りです。

プレシジョン医療におけるバイオセンサーの役割: バイオセンサーは、疾患の特異的
なバイオマーカーを正確に検出する能力により、個別化された診断と治療法の選択を
支援します。これにより、患者ごとに最適な医療アプローチを適用することが可能に
なります。

卵巣がん早期検出への挑戦: 卵巣がんは「サイレントキラー」とも呼ばれ、早期発見
が困難な疾患です。本研究では、この課題に対し、複数のバイオマーカーを同時に検
出する多重アッセイセンサーの開発を進めています。単一のマーカーよりも複数のマ
ーカーを組み合わせることで、診断の感度と特異性を向上させることを目指していま
す。

リゾホスファチジン酸（LPA）の特定: 卵巣がんの有望なバイオマーカーとして、リ
ゾホスファチジン酸（LPA）に注目しています。LPAは細胞増殖、移動、生存に関与
する脂質メディエーターであり、初期段階の卵巣がん患者の血中でもその濃度が上昇
する可能性が指摘されています。本研究では、LPAをターゲットとすることで、以下
のような優れた診断性能を目指しています。

高感度: 98%という高い感度で卵巣がんを検出する可能性。

高特異性: 他の疾患や健常者との区別において、高い特異性を示す可能性。



多重検出プラットフォームの開発: 単一のバイオセンサーデバイス上で、LPAを含む
複数の卵巣がん関連バイオマーカーを同時に検出できるプラットフォームの設計と検
証が行われています。これにより、より包括的かつ信頼性の高い診断情報を提供しま
す。

影響と展望

このバイオセンサーベースのがんバイオマーカー検出技術は、卵巣がんの早期診断に革
命をもたらし、患者の予後を劇的に改善する可能性を秘めています。LPAのような有望
なマーカーと多重検出アプローチの組み合わせは、従来の診断の限界を克服し、より迅
速かつ正確な診断を可能にするでしょう。特に、低侵襲性かつ費用対効果の高いPOCT

（ポイントオブケアテスト）デバイスとして実用化されれば、定期的なスクリーニング
プログラムに組み込まれ、より広範な集団での早期発見が促進されます。将来的には、
このプラットフォームが他の固形がんや血液がんのバイオマーカー検出にも応用され、
がん種を問わず、個別化された超早期診断と治療モニタリングの基盤となることが期待
されます。これにより、がんによる死亡率の低下と、患者の生活の質の向上に大きく貢
献するでしょう。

元記事: https://cancer-conferences.magnusgroup.org/program/scientific-program/2025/biosensor-

based-detection-of-cancer-biomarkers

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cancer-conferences.magnusgroup.org/program/scientific-program/2025/biosensor-based-detection-of-cancer-biomarkers
https://cancer-conferences.magnusgroup.org/program/scientific-program/2025/biosensor-based-detection-of-cancer-biomarkers


汗からのコルチゾールとメラトニン連続測定：睡眠の質改
善に貢献するウェアラブルセンサー

概要

テキサス大学ダラス校の研究者たちは、受動的に分泌される汗から睡眠と覚醒サイク
ルを調節する主要な2つのホルモン、コルチゾールとメラトニンを連続的に測定するウ
ェアラブルセンサーを開発しました。EnLiSenseのCORTIウェアラブルデバイスプラッ

トフォームを活用したこの電気化学センサーは、汗からのコルチゾールとメラトニン
レベルの概日リズムを示す初めての研究成果です。この革新的な技術は、睡眠の質を
監視するためのウェアラブルデバイスへの関心が高まる中で、ホルモン測定の新しい

非侵襲的アプローチを提供します。

公開日 2026年01月13日  The University of Texas at Dallas News Center  アメリカ



詳細

背景

睡眠障害は、世界中で多くの人々が抱える健康問題であり、生活の質や身体的・精神的
健康に深刻な影響を及ぼします。睡眠と覚醒のサイクルは、コルチゾールとメラトニン
という2つの主要なホルモンによって複雑に調節されています。コルチゾールは日中に
高く、夜間に低下する傾向があり、覚醒とストレス応答に関与します。一方、メラトニ
ンは夜間に分泌が増加し、睡眠を誘導します。これらのホルモンレベルの不均衡は、睡
眠の質の低下や概日リズムの乱れにつながりますが、これらを継続的かつ非侵襲的にモ
ニタリングする有効な手段はこれまで限られていました。

主要技術・研究成果

テキサス大学ダラス校の研究者たちは、受動的に分泌される汗を利用して、コルチゾー
ルとメラトニンを連続的に測定できる革新的なウェアラブル電気化学センサーを開発し
ました。この研究の主な成果は以下の通りです。

非侵襲的なホルモン測定: 従来の血液検査のように侵襲的な手法ではなく、皮膚から
自然に分泌される汗からホルモンを測定するため、ユーザーは痛みや不快感を感じる
ことなく、長期間にわたってデータを収集できます。

コルチゾールとメラトニンの同時・連続検出: 単一のウェアラブルセンサーで、コル
チゾールとメラトニンの両方をリアルタイムで連続的に検出します。これにより、両
ホルモンの相互作用と時間的変動を同時に把握でき、睡眠と覚醒サイクルのメカニズ
ムをより深く理解できます。

概日リズムの確立: このセンサーを用いた研究は、汗中のコルチゾールおよびメラト
ニンレベルが、それぞれ日中および夜間に典型的な概日リズムを示すことを初めて実
証しました。これは、汗がこれらのホルモンを正確に反映する信頼できるバイオマー
マー源であることを裏付けています。

EnLiSense CORTIプラットフォームの活用: このセンサーは、既存のEnLiSense社の
CORTIウェアラブルデバイスプラットフォームを基盤として開発されており、既存技
術との統合性を示唆しています。

電気化学検出原理: ホルモン分子がセンサー表面の特定の認識要素に結合すると、電
気化学的なシグナルが生成され、その強度がホルモン濃度に比例します。この原理に
より、高感度かつ選択的な検出が可能です。



影響と展望

この汗ベースのウェアラブルセンサーは、睡眠医学と健康モニタリングの分野に革命を
もたらす可能性を秘めています。その非侵襲性と継続的な測定能力は、睡眠の質の評
価、概日リズム障害の診断、さらには精神的ストレスの管理において、画期的なツール
となるでしょう。ユーザーは、自身のホルモンレベルの変動パターンをリアルタイムで
把握し、それに基づいて睡眠習慣の改善やストレス軽減のための具体的な対策を講じる
ことができます。例えば、睡眠薬の服用タイミングの最適化や、時差ぼけの緩和、シフ
ト勤務者の健康管理などへの応用が期待されます。将来的には、この技術がスマートウ
ォッチやパッチ型デバイスに広く組み込まれることで、一般の人々が自宅で手軽に専門
的な睡眠モニタリングを受けられるようになり、睡眠関連疾患の早期発見と予防医療の
進展に大きく貢献すると予測されます。これは、パーソナライズされた健康管理とウェ
ルネス分野における重要な一歩です。

元記事: https://news.utdallas.edu/health-medicine/sensor-sleep-wake-cycle-hormones-2026/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.utdallas.edu/health-medicine/sensor-sleep-wake-cycle-hormones-2026/


AIが強化するスマートセンサー：水処理における重金属検
出の最適化

概要

人工知能（AI）は、環境データを効率的に処理・モデリングすることでバイオセンサ
ーの設計を強化し、水生環境中の微量重金属検出のためのバイオセンサーパラメータ
ーを最適化します。本研究では、機械学習アルゴリズムを用いて、酵素、DNAzyme、

アプタマーを認識要素とするバイオセンサーの検出限界、線形性の最小・最大濃度を
予測しました。ランダムフォレストモデルが最高の予測精度を示しており、AI駆動型
アプローチがバイオセンサーの感度を向上させるだけでなく、実験時間とコストを削

減し、より効率的な環境モニタリングを可能にすることを示しています。

公開日 2026年01月22日  Edith Cowan University  オーストラリア



詳細

背景

水中の重金属汚染は、環境と公衆衛生にとって依然として深刻な課題です。鉛、水銀、
カドミウムなどの有害な重金属は、生態系に蓄積し、人体に深刻な健康被害を引き起こ
す可能性があります。これらの汚染物質を検出するためのバイオセンサーは、従来の分
析手法に比べて迅速で費用対効果が高いと期待されていますが、その性能（感度、選択
性、検出限界など）は認識要素の選択やセンサー設計に大きく依存します。最適なバイ
オセンサーを開発するためには、膨大な実験と試行錯誤が必要であり、時間とコストが
かかるという課題がありました。

主要技術・研究成果

エディスコーワン大学の研究チームは、人工知能（AI）を活用して、水処理における重
金属検出用バイオセンサーの設計と最適化を強化する革新的なアプローチを開発しまし
た。主要な成果は以下の通りです。

AIによるバイオセンサーパラメーターの最適化: AIは、環境データの効率的な処理と
モデリングを通じて、バイオセンサーの設計を支援します。特に、水生環境中の微量
重金属を検出するためのバイオセンサーの性能パラメーター（検出限界、線形性範囲
の最小濃度、最大濃度など）の最適化にAIアルゴリズムが応用されました。

機械学習アルゴリズムの適用: 本研究では、酵素、DNAzyme（デオキシリボザイ
ム）、アプタマーといった異なる認識要素を利用したバイオセンサーの性能を予測す
るために、複数の機械学習モデルが比較検討されました。これらの認識要素は、それ
ぞれ重金属に特異的に結合する能力を持っています。

ランダムフォレストモデルの優位性: 比較の結果、ランダムフォレストモデルがバイ
オセンサーの性能予測において最も高い精度を示すことが明らかになりました。この
モデルは、複雑な非線形関係を効果的に学習し、高次元データから重要な特徴を抽出
する能力に優れています。

予測能力の検証: AIモデルは、特定の認識要素を用いたバイオセンサーが、どのよう
な重金属濃度範囲で最も効果的に機能するかを予測することができます。例えば、特
定のDNAzymeが鉛イオンに対してどの程度の感度を持つか、といった具体的な性能
指標を設計前に推定することが可能になります。



このAI駆動型アプローチは、バイオセンサーの設計プロセスを効率化し、開発期間とコ
ストを大幅に削減する潜在能力を秘めています。

影響と展望

AIが強化するスマートセンサーは、環境モニタリング、特に水中の重金属検出の分野に
革命的な変化をもたらすでしょう。この技術は、バイオセンサーの感度と特異性を向上
させるだけでなく、研究開発段階での実験時間とコストを劇的に削減します。これによ
り、より迅速に高性能なバイオセンサーを市場に投入できるようになり、環境汚染問題
への対応を加速させます。特に、リアルタイムでの水質モニタリングシステムへの統合
は、汚染源の早期特定と迅速な対策を可能にし、公衆衛生と生態系の保護に大きく貢献
します。

将来的には、このAI駆動型バイオセンサー設計プラットフォームが、重金属以外の多様
な環境汚染物質（例：農薬、医薬品残留物、マイクロプラスチック）の検出にも応用さ
れることが期待されます。また、ウェアラブルセンサーやIoTデバイスとの連携によ
り、広範なエリアでの継続的な環境モニタリングネットワークが構築され、よりスマー
トで予防的な環境管理システムが実現するでしょう。これは、持続可能な社会の構築に
向けた重要な一歩となります。

元記事: https://ro.ecu.edu.au/cgi/viewcontent.cgi?article=8556&context=ecuworks2022-2026

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ro.ecu.edu.au/cgi/viewcontent.cgi?article=8556&context=ecuworks2022-2026


FDAが初の市販（OTC）連続血糖モニタリングシステムを
承認：Dexcom Steloが糖尿病管理を変革

概要

米国食品医薬品局（FDA）は、インスリンを使用しない18歳以上の個人を対象とした
初のOTC（市販薬）連続血糖モニタリング（CGM）システムである「Dexcom Stelo

Glucose Biosensor System」の販売を承認しました。この画期的なシステムは、ウェア

ラブルセンサーとスマートフォンアプリを組み合わせ、血糖値を連続的に測定・表示
します。各センサーは最長15日間使用可能で、従来の処方箋なしで利用できるため、
より多くの人々が自身の血糖値データを活用し、糖尿病管理を向上させる機会を提供

します。

公開日 2024年03月05日  U.S. Food and Drug Administration (FDA) News Release  アメリカ



詳細

背景

糖尿病は世界的に広がる慢性疾患であり、その管理には血糖値の継続的なモニタリング
が不可欠です。しかし、従来の指先穿刺による血糖測定は痛みや手間を伴い、リアルタ
イムでの血糖変動の全体像を捉えるのが困難でした。連続血糖モニタリング（CGM）シ
ステムは、この課題を解決する重要なツールとして普及してきましたが、これまでその
多くは処方箋が必要であり、特定の糖尿病患者に限定されていました。一般の消費者が
より手軽に血糖値トレンドを把握し、健康管理に役立てるための、非処方箋（OTC）型
のCGMシステムの登場が強く望まれていました。

主要技術・研究成果

米国食品医薬品局（FDA）は、インスリンを使用しない18歳以上の個人を対象とした、
初の市販（Over-the-Counter, OTC）連続血糖モニタリング（CGM）システムである
「Dexcom Stelo Glucose Biosensor System」の販売を承認しました。この承認は、デジ
タルヘルスケアの分野における重要なマイルストーンとなります。

初のOTC CGMシステム: Steloは、処方箋なしで購入・使用できる初のCGMシステム
です。これにより、インスリン治療を受けていない2型糖尿病患者や、自身の血糖値
が健康にどう影響するかを知りたいと考えている一般の人々にとって、血糖値モニタ
リングのアクセス性が飛躍的に向上します。

ウェアラブルセンサーとスマートフォンアプリの統合: システムは、皮膚に装着する
小型のウェアラブルセンサーと、そのデータをリアルタイムで表示・解析するスマー
トフォンアプリケーションから構成されます。センサーは皮膚の下に細いフィラメン
トを挿入し、間質液中のグルコースレベルを継続的に測定します。

連続的な血糖値測定と表示: センサーはグルコースレベルを5分ごとに自動的に測定
し、データをスマートフォンアプリに送信します。ユーザーはアプリを通じて、現在
の血糖値、過去のトレンド、血糖変動パターンなどをグラフで視覚的に確認できま
す。これにより、食事、運動、ストレスなどが血糖値に与える影響をより深く理解で
きます。

最長15日間のセンサー使用期間: 各センサーは最長15日間連続して使用できるため、
頻繁な交換の手間が省け、利便性が向上します。



対象ユーザーの拡大: 本システムは、インスリンを使用していない18歳以上の人々を
対象としており、特に食事や運動を通じて血糖値を管理したい2型糖尿病患者や、健
康維持に関心のある一般の成人にとって、自身の健康データを把握する強力なツール
となります。

影響と展望

Dexcom Stelo Glucose Biosensor SystemのFDA承認は、糖尿病管理、ひいては一般の健
康管理のあり方を大きく変える可能性を秘めています。このシステムがOTCで提供され
ることにより、より多くの人々が自身の血糖値データを手軽に利用できるようになり、
自己管理能力の向上と予防医療の推進に大きく貢献するでしょう。特に、食事や運動、
ライフスタイルが血糖値に与える影響をリアルタイムで視覚化できることは、健康的な
習慣を形成し、2型糖尿病の発症リスクを低減したり、既存の糖尿病をより効果的に管
理したりするための強力な動機付けとなります。

将来的には、このようなOTC CGMシステムが、AIを活用したパーソナライズされた食事
指導や運動プランの提案と統合されることで、ユーザーはより高度な健康インサイトを
得られるようになるでしょう。これは、医療機関への依存度を減らし、個々人が主体的
に健康を管理する「予防とウェルネス」に焦点を当てたヘルスケアモデルへの移行を加
速させます。Dexcom Steloは、デジタルヘルスケアの民主化に向けた重要な一歩であ
り、より多くの人々が健康的な生活を送るための基盤を築くものと期待されます。

元記事: https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-clears-first-over-counter-

continuous-glucose-monitor

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-clears-first-over-counter-continuous-glucose-monitor
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-clears-first-over-counter-continuous-glucose-monitor


POCT診断の革新と抗菌薬耐性への対策：DXイノベーショ
ンサミットの議論

概要

DXイノベーションサミットでは、センサー、マイクロ流体、スマートフォン技術の革
新がPOCT（ポイントオブケアテスト）診断をどのように変革しているかが議論されま
した。これにより、より迅速かつ正確な疾患の診断とモニタリングが可能になりま

す。特に、抗菌薬耐性との闘いにおいて、迅速な抗菌薬感受性試験（AST）を含む迅
速診断が重要なツールとして位置づけられています。Genomtecチームは、マイクロ流
体POCTシステム向けの独自のLEDベース加熱システムと非接触温度検出システムを開

発し、この分野の技術的進歩を促進しています。

公開日 2020年05月20日  DX Innovation Summit  アメリカ



詳細

背景

現代医療において、迅速かつ正確な診断は、疾患の早期介入、適切な治療選択、そして
公衆衛生上の危機への対応に不可欠です。POCT（ポイントオブケアテスト）診断は、
患者のそばで検査を行い、数分から数時間で結果を提供する能力により、臨床現場での
意思決定を劇的に加速させます。特に、世界的な脅威となっている抗菌薬耐性（AMR）
菌の拡散に対抗するためには、病原体を迅速に特定し、適切な抗菌薬を早期に選択する
ための迅速診断が極めて重要です。これにより、不適切な抗菌薬の使用を減らし、AMR

の進行を抑制することが期待されます。

主要技術・研究成果

DXイノベーションサミットでは、POCT診断における最新の革新と、それが抗菌薬耐性
問題にどのように貢献するかが主要なテーマとして議論されました。主要な技術的進歩
と議論のポイントは以下の通りです。

センサー技術の進化: 高感度かつ特異的なバイオセンサーの開発により、微量のバイ
オマーカーや病原体を検出する能力が向上しています。これにより、感染症の早期診
断や疾患の進行状況のモニタリングがより正確に行えるようになります。

マイクロ流体技術の貢献: マイクロ流体デバイス（Lab-on-a-chip）は、サンプル処理
の自動化、試薬消費量の削減、および多重分析能力を提供します。これにより、複雑
なラボ検査を小型デバイスに集約し、POCTとしての実用性を高めます。

スマートフォン技術との融合: スマートフォンの普及と高性能化は、POCTデバイス
のデータ読み取り、解析、クラウドへの送信を可能にし、ユーザーインターフェース
としての利便性を向上させます。これにより、遠隔地からの診断支援やデータ共有が
容易になります。

抗菌薬耐性（AMR）対策としての迅速診断: 抗菌薬耐性の拡大は、効果的な治療選択
肢を減少させています。迅速診断は、感染症の原因菌を迅速に特定し、その抗菌薬感
受性を早期に評価することで、不必要な広域抗菌薬の使用を避け、標的治療を可能に
します。これにより、AMRのさらなる進化を抑制し、治療効果を高めることができ
ます。



Genomtecチームの革新: Genomtecチームは、マイクロ流体POCTシステムにおける
特定の技術課題を解決するための独自のシステムを開発しました。

LEDベース加熱システム: 核酸増幅アッセイ（INAAT）に必要な正確かつ迅速な加
熱を、小型で効率的なLED技術を用いて実現します。

非接触温度検出システム: サンプル温度を非接触で高精度にモニタリングすること
で、より信頼性の高い反応制御を可能にします。

これらの技術は、複雑な分子診断をPOCT環境で実現するための重要な要素です。

影響と展望

POCT診断におけるこれらの革新は、医療提供のパラダイムを根本的に変革する可能性
を秘めています。特に、抗菌薬耐性との闘いにおいては、迅速診断が「時間との戦い」
において決定的な役割を果たすでしょう。病原体特定までの時間を短縮し、適切な治療
を早期に開始することで、患者の予後を改善し、医療コストを削減することが期待され
ます。

将来的には、AIとの統合により診断アルゴリズムがさらに高度化し、より複雑な疾患の
診断や、個別化された治療推奨が可能になるでしょう。また、POCTデバイスは、病院
だけでなく、薬局、地域診療所、そして患者の自宅へと普及し、よりアクセスしやすい
医療エコシステムを構築します。これにより、特に開発途上国や医療インフラが不十分
な地域での医療格差の是正にも貢献し、グローバルな公衆衛生の向上に寄与すると期待
されています。この技術の進化は、より迅速で、より正確で、より利用しやすい診断の
未来を切り拓くものです。

元記事: https://www.dxinnovationsummit.com/Point-of-Care-Dx

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dxinnovationsummit.com/Point-of-Care-Dx


電気化学バイオセンサーによるがんバイオマーカー検出：
分子センシングから臨床応用へ

概要

電気化学バイオセンサーは、がんバイオマーカーの早期検出のための強力なツールと
して注目されています。このレビューでは、タンパク質バイオマーカー（CEA、PSA、
CRP）、核酸マーカー（ctDNA、miRNA）、代謝指標の電気化学的検出に焦点を当て

ています。ナノ材料ベースの強化、関連する課題、そして臨床応用への展望が深く掘
り下げられています。これらのデバイスは、迅速な応答、高感度、分析特異性、費用
対効果の高い操作により、「リキッドバイオプシー」サンプルでの迅速かつポータブ

ルな測定を可能にし、がん診断の未来を形作る可能性があります。

公開日 2026年01月04日  MDPI Biosensors  スイス



詳細

背景

がんは依然として世界的な主要な死因の一つであり、その早期発見は治療の成功と患者
の生存率向上に不可欠です。しかし、既存のがん診断法、特に生体組織検査のような侵
襲的な手法は、患者への負担が大きく、また初期段階での検出感度が低いという課題を
抱えています。近年、血液、尿、唾液などの体液サンプルからがん関連のバイオマーカ
ーを検出する「リキッドバイオプシー」が注目されており、非侵襲的で継続的なモニタ
リングを可能にする新しい診断アプローチとして期待されています。この文脈におい
て、電気化学バイオセンサーは、その高い感度、選択性、迅速性から、がんバイオマー
カー検出のための有望な技術として浮上しています。

主要技術・研究成果

このレビュー論文は、電気化学バイオセンサーががんバイオマーカーの検出においてい
かに強力なツールであるかを示し、分子レベルでのセンシングから臨床応用への道のり
を探っています。主要な焦点は以下の通りです。

多様なバイオマーカーの電気化学的検出:

タンパク質バイオマーカー: 癌胎児性抗原（CEA）、前立腺特異抗原（PSA）、C反
応性タンパク質（CRP）など、特定のがん種に関連するタンパク質マーカーの検
出に電気化学センサーがどのように応用されているかを詳述します。これらのマ
ーカーの濃度変化は、がんの存在や進行を示す指標となります。

核酸マーカー: 循環腫瘍DNA（ctDNA）やマイクロRNA（miRNA）など、がん細胞
から放出される核酸分子は、非侵襲的診断の非常に有望なターゲットです。電気
化学センサーは、これらの微量核酸をPCRなしで高感度に検出する技術として研
究が進められています。

代謝指標: がん細胞特有の代謝変化に関連する分子（例：乳酸、グルコース、特定
の代謝産物）の検出も、診断と治療効果モニタリングに利用されています。

ナノ材料ベースの強化: 金ナノ粒子、グラフェン、カーボンナノチューブ、量子ドッ
トなどのナノ材料は、電極の有効表面積を増やし、電子移動速度を向上させ、信号増
幅効果をもたらすことで、電気化学バイオセンサーの感度と検出限界を飛躍的に向上
させます。また、生体認識要素（抗体、アプタマーなど）の固定化にも最適なプラッ
トフォームを提供します。



迅速な応答と費用対効果: 電気化学検出は、多くの場合、複雑な光学機器や高価な試
薬を必要とせず、迅速な結果を提供します。これにより、従来のラボベースのアッセ
イと比較して、時間とコストを大幅に削減できます。

課題と臨床応用への展望

電気化学バイオセンサーが臨床現場で広く採用されるためには、いくつかの課題を克服
する必要があります。これには、複雑な生体サンプル中の妨害物質による影響の低減、
長期間の安定性、標準化された製造プロセス、そして大規模な臨床検証が含まれます。
しかし、これらのデバイスは、迅速な応答、高感度、分析特異性、費用対効果の高い操
作といった利点により、「リキッドバイオプシー」サンプルでの迅速かつポータブルな
測定を可能にし、特に以下のような臨床応用が期待されています。

早期がんスクリーニング: 健康診断の一部として、定期的ながんスクリーニングに利
用されることで、症状が現れる前の超早期発見が可能になります。

治療効果モニタリング: 治療中のバイオマーカーレベルを継続的に追跡し、治療の有
効性をリアルタイムで評価します。

再発監視: がん治療後の患者の定期的なフォローアップにおいて、再発の早期兆候を
検出します。

個別化医療: 各患者のユニークなバイオマーカープロファイルに基づいて、最適な治
療法を選択するための情報を提供します。

これらの進展は、がん診断の未来を形作り、患者の予後を改善し、医療システムの効率
性を高める上で極めて重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/1/44

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/1/44


微小針酵素バイオセンサーによる連続血糖モニタリング：
材料、アーキテクチャ、性能のレビュー

概要

微小針（MN）とバイオセンサー技術は、無痛の薬物送達とリアルタイム疾患診断のた
めの革新的なソリューションとして注目されています。本レビューは、特に連続血糖
モニタリング（CGM）を目的とした微小針ベースの酵素バイオセンサーに焦点を当

て、その材料、アーキテクチャ、および性能に関する包括的な情報を提供します。3D

プリンティングプロセスを用いて製造された統合型微小針バイオセンシングデバイス
は、マウスの皮下グルコースレベルを正確にモニタリングする性能を示しており、糖

尿病管理の未来を変革する大きな可能性を秘めています。

公開日 日付不明  ResearchGate (学術論文レビュー)  ドイツ



詳細

背景

糖尿病患者にとって、血糖値の継続的なモニタリングは、疾患管理と合併症予防に不可
欠です。しかし、従来の指先穿刺による血糖測定は侵襲的であり、患者の負担が大き
く、リアルタイムでの血糖変動の全体像を捉えることが困難です。既存の連続血糖モニ
タリング（CGM）システムは改善が進んでいますが、依然として精度、コスト、患者の
快適性に関する課題を抱えています。このような背景から、痛みを伴わずに生体情報を
取得できる微小針（Microneedle, MN）技術とバイオセンサーの融合が、次世代のCGM

ソリューションとして大きな期待を集めています。

主要技術・研究成果

本レビューは、連続血糖モニタリング（CGM）を目的とした微小針ベースの酵素バイオ
センサーに関する最新の研究動向を包括的にまとめています。その主要な焦点は、材
料、アーキテクチャ、および性能評価です。

微小針の材料と製造: MNバイオセンサーの材料としては、シリコン、ポリマー、金
属などが用いられます。生体適合性、強度、製造容易性、および生体液への透過性な
どが考慮されます。製造方法には、リソグラフィー、エッチング、そして近年注目さ
れる3Dプリンティングなどがあり、特に3Dプリンティングは複雑な形状や機能を持
つ微小針アレイのカスタム製造を可能にします。

酵素バイオセンサーの統合: MNの先端または内部に、グルコース酸化酵素（GOx）
などの酵素が固定化されます。この酵素が間質液中のグルコースと反応し、電気化学
的または光学的シグナルを生成することでグルコース濃度を測定します。酵素の安定
性、活性、そしてMNとの結合方法がセンサー性能に大きく影響します。

多様なアーキテクチャ: 微小針バイオセンサーには、様々な設計があります。

固体微小針: センサーを表面にコーティング。

中空微小針: 生体液を吸引して内部で検出、または試薬を注入。

溶解性微小針: 挿入後に溶解し、薬剤を放出したり、センサーとして機能したりす
る。

これらのアーキテクチャは、検出対象や目的に応じて選択されます。



性能評価と動物実験: レビューでは、開発された微小針バイオセンサーの検出限界、
線形範囲、応答時間、選択性、そして生体適合性に関する報告が分析されています。
特に、3Dプリンティングプロセスを用いて製造された統合型微小針バイオセンシン
グデバイスは、マウスの皮下間質液中のグルコースレベルを正確にモニタリングする
性能を示しました。これは、臨床応用へ向けた重要な一歩となります。

MN技術は、無痛の薬物送達だけでなく、リアルタイム疾患診断のための革新的なプラ
ットフォームとして進化しています。

影響と展望

微小針ベースの酵素バイオセンサーは、糖尿病患者の生活の質を劇的に向上させる可能
性を秘めています。その無痛性、低侵襲性、そして連続モニタリング能力は、患者がよ
り積極的に血糖値を管理し、合併症のリスクを軽減する上で強力なツールとなります。
特に、以下の点で大きな影響が期待されます。

患者のコンプライアンス向上: 痛みや不快感の軽減により、日常的な使用への抵抗が
少なくなり、患者のCGM利用率が向上します。

より正確なデータ提供: リアルタイムかつ継続的なデータにより、医師はより詳細な
血糖変動パターンを把握し、個別化された治療計画を立案できます。

新たな応用分野: グルコース以外のバイオマーカー（乳酸、ケトン体など）の検出へ
の拡張や、AIとの統合による予測分析など、多機能化が進むでしょう。

将来的には、これらの微小針ベースCGMシステムが、スマートウォッチやパッチ型デバ
イスと一体化され、より簡便で、洗練された形で広く普及することが予測されます。こ
れにより、糖尿病管理だけでなく、予防医療やパーソナライズ医療の進展にも大きく貢
献し、全ての人がより健康で活動的な生活を送れる社会の実現が期待されます。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/397172840_Microneedle-

based_enzymatic_biosensors_for_continuous_glucose_monitoring_A_review_of_materials_architectures_and_pe

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/397172840_Microneedle-based_enzymatic_biosensors_for_continuous_glucose_monitoring_A_review_of_materials_architectures_and_performance
https://www.researchgate.net/publication/397172840_Microneedle-based_enzymatic_biosensors_for_continuous_glucose_monitoring_A_review_of_materials_architectures_and_performance


第9回バイオセンシング技術国際会議 2026：新しいセンサ
ー技術とバイオマーカー発見

概要

第9回バイオセンシング技術国際会議が2026年5月10-13日にクアラルンプールで開催
されます。この会議は、新しいセンサー表面、新規のトランスダクション技術、バイ
オマーカー発見における革新的なアプローチなど、バイオセンシング技術の最新の進

歩に焦点を当てます。感染症の検出、健康状態のモニタリングから食品安全、環境品
質の確保に至るまで、バイオセンシング技術の幅広い応用が議論され、学際的な交流
の場を提供します。

公開日 2026年05月10日  Elsevier Conference Announcement  オランダ



詳細

背景

バイオセンシング技術は、医療診断、環境モニタリング、食品安全、生物兵器検知な
ど、多岐にわたる分野で革新的なソリューションを提供する基盤技術として、その重要
性を増しています。特に近年、ナノテクノロジー、マイクロ流体、人工知能（AI）など
の進歩と融合することで、より高感度、高特異性、迅速性、そしてポータビリティを備
えた次世代バイオセンサーの開発が加速しています。このような技術的ブレークスルー
は、疾患の早期発見や予防医療の推進に不可欠であり、学術界および産業界からの高い
関心を集めています。

主要技術・研究成果

第9回バイオセンシング技術国際会議は、バイオセンシング分野の最新の科学的および
技術的進歩を議論するための主要な国際フォーラムとして、2026年5月10日から13日ま
でマレーシアのクアラルンプールで開催されます。会議の主要なテーマと議論の焦点は
以下の通りです。

新しいセンサー表面と材料: 検出感度と選択性を向上させるための、グラフェン、カ
ーボンナノチューブ、金属ナノ粒子、ポリマーなどの革新的なナノ材料や表面修飾技
術が紹介されます。これらの材料は、生体認識要素の固定化効率を高め、センサーの
安定性と耐久性を向上させます。

新規のトランスダクション技術: 電気化学的、光学的、圧電、熱的などの多様なトラ
ンスダクション原理に基づく新しいセンサーデザインが議論されます。特に、ラベル
フリー検出、リアルタイムモニタリング、多重検出を可能にする技術に焦点が当てら
れます。例えば、FET（電界効果トランジスタ）ベースのバイオセンサーや表面プラ
ズモン共鳴（SPR）センサーの進化が取り上げられます。

バイオマーカー発見における革新的なアプローチ: 新しいバイオセンサー技術は、疾
患の早期診断、治療効果モニタリング、疾患予後予測に不可欠な新しいバイオマーカ
ーの発見と検証を加速します。例えば、循環腫瘍DNA (ctDNA)、エクソソーム、特定
のマイクロRNA (miRNA) などの液性バイオマーカーの検出技術が紹介されます。

幅広い応用分野: 医療診断（感染症、がん、心血管疾患など）、環境モニタリング
（水質、土壌汚染、大気汚染など）、食品安全（病原体、毒素、アレルゲンなど）、
そして防衛・セキュリティ分野（生物兵器、化学兵器の検知）におけるバイオセンシ
ング技術の最新の応用事例が共有されます。



この会議は、研究者、科学者、エンジニア、臨床医が一堂に会し、バイオセンシング技
術の発展と実用化に向けた学際的な議論と連携を促進する機会を提供します。

影響と展望

この国際会議は、バイオセンシング技術の進歩を加速し、人類の健康と安全、そして持
続可能な社会の実現に大きな影響を与えることが期待されます。議論される最先端技術
は、以下の分野で具体的な進展をもたらすでしょう。

個別化医療の実現: 高感度なバイオマーカー検出により、個々の患者に合わせた診断
と治療法の選択が可能になり、プレシジョン医療を推進します。

公衆衛生の強化: 感染症の迅速な診断とスクリーニングは、パンデミックへの対応能
力を向上させ、疾病の拡散を抑制します。

環境保護と食品安全: リアルタイムの環境汚染物質や食品中の有害物質の検出は、公
衆の安全を守り、持続可能な資源管理に貢献します。

産業イノベーションの促進: 新しいバイオセンサー製品の開発と市場投入を加速し、
経済成長と雇用創出に寄与します。

この会議を通じて生まれる新たな知見と協力関係は、バイオセンシング技術のさらなる
イノベーションを触発し、私たちの生活の様々な側面をよりスマートで安全なものに変
えていくでしょう。特に、AIとの融合、ウェアラブル化、多重検出能力の向上が、今後
の発展の重要な方向性となると考えられます。

元記事: https://www.elsevier.com/events/conferences/all/international-conference-on-bio-sensing-

technology
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POCT診断のリーダーが一堂に会する「Power to
Disrupt」会議：ヘルスケア提供の最適化

概要

2026年5月5日にバーミンガムで開催される「Power to Disrupt: Leaders in POCT

Diagnostics」会議では、POCT（ポイントオブケアテスト）診断分野のリーダーたちが
集結し、ベストプラクティスや最新の医療機器・診断テストにおけるイノベーション

について議論します。このイベントは、病院から地域社会まで、ヘルスケア環境全体
でのPOCTの効果的な提供に焦点を当て、質の高いガバナンスと患者ケアの最適化を確
保することを目指します。また、バイオメディカルサイエンス教育がPOCTの安全な実

装と新しい技術の評価を支援する方法も探られます。

公開日 2026年05月05日  Point of Care Testing Innovators Conference  イギリス



詳細

背景

現代のヘルスケアシステムは、より迅速で、よりアクセスしやすく、患者中心の診断ソ
リューションへの需要が高まっています。POCT（ポイントオブケアテスト）診断は、
臨床現場、薬局、地域診療所、さらには在宅環境で、患者のそばで迅速な検査結果を提
供することで、この需要に応える重要な役割を担っています。これにより、早期介入、
迅速な治療決定、そして医療リソースの効率的な利用が可能になります。POCTの普及
とその効果的な運用は、医療提供の質を向上させる上で不可欠ですが、そのためには技
術革新、適切なガバナンス、そして医療従事者の継続的な教育が求められます。

主要技術・研究成果

2026年5月5日にバーミンガムで開催される「Power to Disrupt: Leaders in POCT

Diagnostics」会議は、POCT診断分野における最新の動向と課題解決に焦点を当ててい
ます。会議の主要な議論のポイントは以下の通りです。

POCT診断のイノベーション: 最新の医療機器と診断テストにおける技術的ブレーク
スルーが紹介されます。これには、より高感度で特異的なバイオセンサー、マイクロ
流体チップ、AI統合型診断プラットフォームなどが含まれ、これらがPOCTの精度と
適用範囲をどのように拡大しているかが議論されます。

ベストプラクティスと展開戦略: 病院の救急部門から地域社会（例：薬局、移動クリ
ニック、在宅ケア）に至るまで、多様なヘルスケア環境でPOCTを効果的に展開する
ための戦略と成功事例が共有されます。これにより、患者が医療施設を訪れることな
く、必要な診断を受けられる機会が増加します。

ガバナンスと質の確保: POCTの普及に伴い、診断結果の信頼性を確保するための厳
格なガバナンス、品質管理、および規制要件への対応が重要になります。会議では、
これらの側面に関するベストプラクティスと課題解決策が深く掘り下げられます。

患者ケアの最適化: 迅速な診断結果は、治療計画の早期立案と患者管理の最適化に直
結します。POCTが患者アウトカムの改善、特に感染症、慢性疾患、救急医療におけ
る貢献が議論されます。

バイオメディカルサイエンス教育の役割: 医療従事者、特にバイオメディカルサイエ
ンスの専門家が、POCTデバイスの安全な実装、新しい技術の評価、そして診断結果
の正確な解釈において果たすべき重要な役割が強調されます。適切な教育とトレーニ
ングは、POCTの潜在能力を最大限に引き出すために不可欠です。



この会議は、POCT分野のリーダーたちが知見を交換し、未来のヘルスケア提供モデル
を形作るためのプラットフォームを提供します。

影響と展望

「Power to Disrupt」会議で議論される内容は、POCT診断の未来に大きな影響を与える
ことでしょう。POCTが病院内での使用だけでなく、地域社会全体にわたるヘルスケア
提供の中心的な要素となることで、以下のような変革が期待されます。

医療アクセスと公平性の向上: 遠隔地や医療資源が限られた地域でも、迅速かつ信頼
性の高い診断が可能になり、医療アクセス格差の是正に貢献します。

早期介入と予防医療の強化: 疾患の早期発見と迅速な治療開始は、合併症のリスクを
低減し、患者の予後を改善します。また、慢性疾患の継続的なモニタリングを通じ
て、予防医療を促進します。

医療コストの削減: 不必要な病院訪問や入院の減少、そして的確な治療選択により、
医療システム全体のコスト効率が向上します。

技術革新と協力の促進: 業界リーダー、研究者、政策立案者が一堂に会することで、
POCT技術のさらなる革新と、学術界、産業界、政府間の協力関係が促進されます。

この会議は、POCTがどのようにして「混乱を起こす力」となり、最終的に患者中心
で、より効率的で、より高品質なヘルスケアの未来を築くことができるかを示す重要な
機会となります。

元記事: https://poctinnovators.com/ticketed-events/power-to-disrupt-leaders-in-poct-diagnostics-

leonardo-royal-hotel-birmingham-5th-may-2026/
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